
第一章調査の経過

第l節調査地の設定(図1) 

世界遺産登録事業の一環として、鎌倉七口(七切通)の一つでもある 「極楽寺坂J周辺の国指定史跡

の登録に向けた資料を得るため文化庁・神奈川県教育委員会の指導 ・助言を受け、鎌倉市教育委員会が

調査を実施した。2000年度に行われた f古都鎌倉jを取り巻く山稜部の極楽寺坂地区の調査(以降2000

年度調査)の成果をふまえて、極楽寺切通の南、極楽寺地区、坂ノ下地区に跨る霊山山稜部に合計4ヶ

所 (A. B . C . 0区)の調査地点、を設けた。調査面積の合計は約1，100m'で、ある。

第2節 各調査地の概要(図2) 

(1) A区
ごんごう!I'す

「五合桝Jと呼ばれる土塁に副まれた桝形遺構が存在する乙とが知られている。海抜約72m、成就院

の真上に位置しここから鎌倉市街地を一望出来る。また極楽寺切通を南上値肋、ら見下ろすことができる。

(図版 1)2000年度調査で第26号トレンチが設けられた場所で、この調査では桝形の平坦部を中心に十

文字形にトレンチが設定され、 13世紀中頃の手提ねかわらけ l点とかわらけ溜りから16世紀を主体に15

世紀後半~17世紀代のものが出土している。 表採された五輪塔地輪の「元弘三年 七月十三日J銘と合

わせ五合桝の築造時期を鎌倉期まで遡らせる可能性を示した。ごの時のトレンチ調査では土塁状の高ま

りは塚の集合体の可能性を示し、元弘三年 (1333)を機に、墓地もしくは供養所としての性格を強めた

と判断された。

(2) B区

霊山山頂の北側、 3段の雛壇状の地形が確認された。上段の海抜は約81m、上段と下段の高低差は約

4mある。2000年度調査で、 護山山頂から北側の五合桝に向かい細長い第27号 トレンチAが設けられた

場所である。この時のトレンチ調査の結果、 2段目の削平面直上から柱穴と講を検出したが桟瓦が出土

することから近代以降に撹乱を受けたと判断された。

(3) C区

霊山山頂の南側、東西約15m、南北約20mの平坦地。海抜約81m。ツベルクリンの発明で知られるド

イツの細菌学者コッホ(RobertKoch)博士が明治39年 (1906)に来日した際この場所に滞在したことが

知られている。明治時代に山頂一帯が整備され公園とされ、この一角にコッホ博士を記念した石碑が大

正元年 (1912)に建てられる。現在は稲村ヶ崎に移設され、この事を記した移設碑がこの平坦地の片隅

に残されている e この後、大正12年 (1923)の関東大震災のため公閣は放置される。2000年度調査で、

霊山山頂南側にある大形の塚に第27号トレンチBが設けられた場所である。塚は基底部の直径8-9m、

高さ約2.5m の大きさで側面観は釣鐘型を呈する。 遺物は15~16世紀のかわらけ、;常滑輩、 13世紀前半の

渥美輩、板碑、五輪塔、傑、火葬骨片と須恵器、弥生上器片も混入していた。この時のトレンチ調査で

は16世紀頃に付近の石塔類、を集め構築されたと判断された。

(4) 0区

霊山山頂から南に向かう尾根の東側中腹。仏法寺跡と推定されている東西約30m、南北約70mの平坦

地。海抜約60m。平坦地の海側斜面は大正12年 (1923)の関東大震災で(霊山ケ崎から稲村ヶ崎まで)

大規模に崩落している。 2000年度に第33号トレンチA~l が設けられ調査された。 三の中腹の平場企体

が岩盤を削り造成され東西30m、南北70m以上の平地に仕上げられている。結果、平坦地から仏法寺跡

と思われる建物跡や基-壇の一部、溝、池跡が発見され、五輪塔、かわらけ、常消費、控鉢、瀬戸、釘、
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銭、砥石、離、火葬骨等が出土した。この時のトレンチ調査ではかわらけが15-16世紀のものが含まれ

ることから発見された遺構が中世まで遡る可能性が指摘された。

第二章 遺構と出土した遺物

第1節 A区の調査(図3-5、図版}-5・14)

(1) A-l区

周囲が盛り上がり桝形を呈する地形の北辺、成就院を眼下に見下ろすことの出来る土塁状の高まりに

沿って長さ11m、幅7mのA-l区を設けたc

1蘭の調査

地表から第 l遺構面まで、約30-40cm程の表土があった。表土を人力で剥ぐと基底部のl隔が約4m、

長さ 9m遺存する高さ約80cm程の土塁状の高まり(上層土塁)を確認した。霊山山頂から北に延びる

尾根にほぼ直行する形で、桝形北辺落ち際を東西に区切っている。調査区北東隅で富士山の宝永年間火

山灰(以下FHO・1)を確認したことから、この土塁状の高まりは17世紀初頭頃まで機能していたと考え

られる。FHO・1の下 (13層)を掘り下げるとより土塁の形状が明瞭となった。土塁は岩盤 ・地山面に地

業したもの (4・5・6・8層)であった。この土塁の内側を削り込み、緑泥片岩製の武蔵型板碑が据

えられているのが検出された。倒れているものがほとんどで据えられた当初の状態を保っているものは

ない。7点出土した内2点が(図6-4)接合した。上半部欠損や表面の剥離等で板碑の紀年銘が完全

に読みとれるものはなかった。図6-3は「口口十一月日J0 4は阿弥陀を表す穂子(キリ ーク)0 5も

阿弥陀を表す種子(キリーク)と 「口口口二月日J0 6は「口月日Jのみ判読。同一聞から出土している

かわらけ、瀬戸直縁大皿(図4-24)や散乱していた安山岩製石塔類から、 14世紀末-17世紀初頭まで

に北辺土塁の内側を削り込み、石塔類 ・椴碑が据えられたと推測される。合わせて鎌倉期の鎌倉石製五

輪塔の火輪 ・地輪が出土している。また、部分調査も北辺土塁と西辺土塁とに前記と同様な削り込まれ

た角を確認した。このことから土塁北辺だけでなく西辺土塁 (A-2区参照)もまた北辺土塁と同じ様

に土塁の内側に削り込みが行われている状況が考えられる。B区雛壇状の削り込みの内側に石塔類が据

えられていた状況とも類似している。

2面の調査

i面で確認した東西に延ひやる北辺上層土塁を断ち割ったところ、この土塁の下で満状に東西方向に延

びる落ち込みを検出した。確認のため北辺上層土塁の東側を掘り下げたところ、調査区北東隅から北辺

下層土塁外側に180-200cml隔の底面平らな溝状の落ち込みが東西に延びるととが確認された。ただし

この時認した潟状の落ち込みは西に向かい浅くなる。A-}区西壁断面図の 6層がこの満状落ち込み合

土になるものと思われる。溝と言うより北辺下層土塁外側を巡る通路かもしれないが詳細は不明である。

掘り下げている途中にかわらけ、常滑繋の体部片が出土している。かわらけ、常滑は小片のため図示で

きる志のがなかったが、かわらけの底部、体部片の形状や胎土から13世紀後半-14世紀前半代のものと

考えられる。

遺物では、 1商出土のかわらけが目立っている e 小型完形のものが多く 14世紀末-16世紀のものがほ

とんどである。同一面で検出確認した板碑や石塔から、この時期に墓所あるいは供養の場所としての性

格を強めたとも考えられる。この傾向は他の調査区でも見られる。

(2) A-2区

五合桝の西辺、 霊山山1頁から北の極楽寺切通側に延びる尾根を断ち割るようにIP高1.2m、長さ705mの
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A-2l託を設けた内表kは約40cm程で、ある会五合桝平場から確認した西辺上塁の基底部の幅は約5m

以上、i!l{7-する高さは150cm程で、あった。A-l区で確認した北辺上塁の角から、ほぽ直角に南に延び

る両辺上昆の内側もやはり削り込まれ2点石材が遺存していた 北辺土塁の内側のように石塔が際沿い

に据えられていたとも考えられる 土塁を改めて削り込んだ時期は北辺と同じ14世紀末-16世紀頃と考

えられる e 上培の基盤府は南北に延びる尾摂を削り成形したもので地業等の盛上ではなp。

(3) A-3区

五合桝の京辺、海側の土塁状の高まりを断ち割るように幅2m、長さ5.5mのA-3区を設けた。表土

は25-30cm梶である。確認した東辺土塁の基底部の幅は約4m、遺作する日さは90cm程であった。北

辺土塁や西辺上設の様な土器内側の削り込みは観察されなかったが、 二1-:昆の基盤層はA-2区同様で‘、

その |二にJ由来がなされており、この海側の高まりは五合桝を取り囲むw・辺七塁の一端であった。
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第2節 B区の調査(図6-8、図版6・7・15)

五合桝の上方、輩山山頂北側の雛壇状の地形。海抜約77-81m。山頂より平場は3段(上段 ・中段・

下段)数えられる。上段と下段の下方に位置する五合桝と合わせて4段の雛埴状の地形と見ることが出

来る。2000年度調査の第27号ト レンチAの西隣、雛壇に沿うように幅3m、長さ25mのB区を設けた。

上段と下段の高低差は約4mある。

上段は海抜81.2m程で中段との高低差はおよそ 2mである。遺構は検出されていない。中段は海抜約

78-79m、長さ12m程の平場で、下段との高低差は平場北端からおよそ 1m程ある。中程から下段に向

かい緩斜面となっている。上段から真下の中段の堆積土を掘り下げたとこ ろ多くの五輪塔の石材が据え

られ、あるいは集められた状態で、検出された。上段際の南辺には2列、南北尾摂筋際の西辺に沿った形

でI列据えられていたようである。鎌倉石製と花開岩製五輪塔の部材は鎌倉期のものから室町期(口光

禅尼 臆永十正月廿一日銘の地輪出土)までのものが混在しているようである。石塔群の前面で2穴

(直径 1mと60cm)の土療が検出された。直径1mの大きな土域は中に五輪塔部材が落ち込んでいたた

め撹乱と考えられた。直径60cmの土棋は上部に不定型な鎌倉石が置かれていたが土機内からは何も出

土せず詳細は不明である。との中段から北に向かう緩斜面には岩盤上に堆積している黒色土層が遺存し

ている。この黒色土から13世紀後半代の常滑輩(図8-3)が埋められた状態で検出された。黒色土を

掘り込み埋められたもので口縁部片が中に落ち込んで、いたことから、護が埋められてから後に周囲の平

坦面(海抜約79m)が削られたものと考えられる。また、調査区の中段から下段への縁、南壁内で常滑

大饗(図8-4)が出土している。体部下半部が埋め込まれた形で検出され体部上主幹部及び口縁部は中

に落ち込んで、いた。口縁部縁帯の1隔が広く14世紀末-15世紀前半頃と考えられる。内部からかわらけ

(図8-5 -12)が出土しているが、周囲は撹乱されており遺構など詳細は不明で、ある。この他にB区

では常滑壷・饗、かわらけ、焼骨、石塔類の部材等が出土している。

上段の脇、南に延ばした卜レンチで柱穴と敷石を巡らせた康状の遺構を検出した。とれは2000年度調

査でトレンチに沿って確認された 4基の塚状遺構の内の 2号マウンドにあたる。報告によると f概ね4

m前・後の椅円形を皐 し、高さは45-70cmを計測する小規模な遺構である。Jマウンド (高まり)を東西

に横断する形で卜レンチを設定したところ、長さ約40cm、幅約54cm、厚さ12cm程の鎌倉石を 1列に4

個並べた石列を検出した。検出したのは東辺約3m程で、あるが、ボーリング調査で北辺にも石列が遺存ー

することが確認された。南辺では石列は遺存していなかったが南北方向に浅い抜き取りと思われる溝状

の窪みが検出されたととから、塚の頂部には一辺約3mの石列が四角形に巡っていたと推測される。一

辺が約3mと小規模で、はあるが、 C区の塚 (2000年度調査の第27号Bトレンチ)の頂部で一辺約5mで

四角形に敷石が巡っていた状況と類似している。

第3節 C区の調査(図9、図版8)

霊山山とは極楽寺地区、取の下地区にまたがる標高約83m前後の丘陵の総称であるが、 C区一帯が丘

陵の最高地点、霊山山の頂きにあたる。2000年度に調査した塚の脇、東西約15m、南北約20mの平坦地

に東西11m、南北9.5mのC区を設けた。この場所には明治39年 (1906)6月に来日した結核菌 ・コレラ

病原菌-を発見、また、ツベルクリンの発明でも知られるドイツの細菌学者ロベルト ・コッホが滞在した。

また東南隅には、コッホの偉業を称える記念碑が在った。(昭和58年に稲村ヶ崎に移され、現在はその

経緯を刻んだ移設碑がある。)併せて塚の周囲に塚の基底部の調査のため幅1.2m、長さ 3mのトレンチ

を4ヶ所設けた。

C区の表土は薄く20-30cm程であったが、平坦地部分は近現代の撹乱と削平が著しく遺構は検出さ
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れなかった。特に西側は撹乱が著しp。塚周辺4ヶ所のトレンチ内の地山面で各柱穴が検出された。塚

の裾、卜レンチのほぼ中程で確認されていることから塚の周囲を囲んでいた柵等の可能性が考えられる。

各卜レンチで土層堆積を観察するといずれもほぼ平らな地山(淡褐色粘質土層)面上に土丹を多く含む

よく締まった茶灰色粘質土層を積み上げているととが確認された。B区2号マウンド同様に13世紀後半

代に基本形としての塚が最初に存在して、 14世紀末-16世紀に改めて整備され最終的に遺物が塚頂部に

まとめられていったと考えられる。

第4節 D区の調査(図10-16、図版9-13・16)

(1) D-l区

2000年度に調査された第33号トレンチ Iと池跡と推定された窪地を含む範囲に東西12m、南北30mの

D-1区を設定した。調査区は南北に長く東側が海に向かい開けている。近代まで土地が利用されてい

たせいか東よりの表土は比較的薄p。西よりの山際では急激に表土が厚くなり調査区西壁で、測ったとこ

ろ1.5m程の厚さがあった。遺構検出面である岩盤面上には 5-20cm程の灰白色粘質土 ・淡灰色粘質土

の包含層が見られた。この包含層の上面で宝永年間富士山のスコリア (FHO-1)が認められる。

平坦音1)の調査

岩盤面上で礎石建物、掘立柱建物、柵列、柱穴、土機、溝、池を検出した。

.礎石建物

池跡の北側で東西2閲6m以上、南北4間12m以上の礎石に鎌倉石を用いた礎石建物を検出した。礎

石の直径は約55cm。平面形はほぼ丸く、厚さは約23cmの肩平な礎石が lヶ所(礎石2)遺存していた。

柱間は各 3m (10尺)で鎌倉市内で検出される中世の建物の柱問 (2-2.1m)と比べ1.5倍も長い。平

場のほぼ中央に位置し礎石を使い柱聞が広いことから仏殿など仏法寺の主要な建物の可能性が考えられ

る。西側の山裾は崩落土が多く危険なため2間以上は確認出来なかったが、更に西側に延びる可能性が

ある。また南北方向も南辺は池で区切られるが、平坦面が続く北辺は更に延びる可能性がある。

-掘立柱建物

礎石建物の内側の位置で2間四方の繍立柱建物を検出したs 柱間 2mの掘立柱建物で、礎石建物と重な

るため時期差が考えられる。礎石建物と異なり規模の小さな建物である。

-柱穴

調脊区の岩盤削り出しの平坦面は13世紀後半代に造成されたと考えられる。大小併せて約80穴の柱穴

を検出したが、中世から現在までに穿たれたものが一気に検出されたものと見られる。

-柵列

調査区の東辺に沿って南北に 5問 (9.3m)分の掘立柱柱穴がー列並ぶ。礎石建物の目隠し的な性格

を持つものと考えられるc

-土:蛾

土横が検出されそれぞれ遺物が出土している。

土域 1 直径80cm、深さ30cmで小量の火葬骨が出土した。

土域2 直径85cm、深さ40cm程で、土横中に13世紀後半代の常滑裂が据えられていた。裂は底部か

ら体部にかけてのもので周囲から口縁部片が出土することから当初は完形品が埋納されていたと考えら

れる。中からは火葬骨が出土している。

土城3 調査区南東角近く池の東、 l幅約130cm、深さ16cm程の底面平らな潜中に位置する。直径 1m、

深さ30cm程の遺構である。底面から砂利がまとまって出土した。他に遺物は見られない。

-16-
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図10 0-1・2・3区遺構概念図

-17-



土城4 池の南辺汀近くで検出した直径130cm、深さ60cmの遺構で、ある。底面に砂利が敷き詰められ

ていた。池の汀から溝でつながることから、池の水のオーバーフロー胞設もしくは沈殿槽の可能性が考

えられる。

. ~:蒋

池の周囲を中心lこ幅約30cm程の溝が複数検出された。礎石建物に沿ったものが見受けられ、雨落ち溝

あるいは平坦な敷地を造るために岩盤を平に削りだした地面、岩肌の絞れオくを流すために使われたもの

と考えられる。また、池の周聞で、はl幅120-180cm、深さ20cm程の浅い満が池から土旗4を介して東に

向かう流路が造られていた。

-池の調査

調査区南西隅で検出されたもので2000年度調査で池として確認されていたものである。調査前の現況

は直径4m程の湿地で、雨が降ると窪地に水が溜まると言った状況であった。極楽寺境内絵図の中で仏

法寺に 「請雨池Jと描かれる日蓮と忍性の雨乞いの伝承がある池がこれにあたると考えられる。L字形

にトレンチを設定した。調査区南壁に沿って東西方向に設定したトレンチを池トレンチ I、調査区西壁

に沿って南北方向に設定したトレンチを池 卜レンチ 2とした。池トレンチ 1のよ層、窪地に溜まってい

る腐植土を取り除いた下、明黄灰色土層(6層)、黄灰白色粘質土居(7暗)と灰白色粘質土層(8層)

はきめ細かく硬く締まった粘土層で一見地山の梯相を呈していた。掘り下げると120cm程の厚さがあっ

た。室町期以降に池周辺の埋め立てが行われた時の盛土と考えられる。

池の大きさはおよそ東西6m、南北8mで東辺と北辺が比較的直線で角が隅丸に近く南辺と西辺は調

査区外にはみ出していたが、ハート形の様な平面形と推察される。水際の海抜は59.74m、池中に向かい

水際から約 1mまでは洲浜のように徐々に深くなるが、この先の中央部は垂直に岩盤が掘り込まれ底部

の海抜は57.71m、水深は2m程である。池と言うより水溜といった感がある。

池中堆積土の22層と24層の間(中層)から五輪塔火輪と大量の括経弘、岩盤を掘り抜いた池底に堆積

している暗青灰色粘土層中(下晴)から茶臼 ・かわらけと柿経がまとまって出土したe柿経は中層と下

層中の池の範囲に面的に広がって堆積していると考えられる。 トレンチ内部のものだけを取り上げ
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1、淡茶褐色粘質土麿 (5cm大の土丹多〈含む)

2、黒色土層

3、灰褐色粕質土層 (粘性が強い)

4、淡茶灰色土層

5、灰色砂泥暦 (土丹粒含む)

6、明糞灰色土層

7、美灰白色粘質土層 (lcm-季大〈もいの土丹多〈含む)

8、灰白色粕質土層 (lcm-華大の土丹多〈含むi
9、淡灰白色粘質土層 (1cm-準大の土丹多〈含む)

10、糞灰色土層 (土丹層)

11、灰色粕質土層 (22層と問ーか)

12、土丹層 (1cm-拳大の土丹層)

13、資灰色粕質土層

14、淡茶灰色砂泥と大型土丹層

15、淡灰色、結質土層

16、陪茶灰色砂泥庖

17、黒灰色砂泥慮

18、腐植土層

19、賭灰色土層

20、土何層

図11 D-1区全測図

21、脅灰色粘質土層
。

22、灰色粘質土罵 (きめ紹い絡質土、11露関ーか)

23、黒灰色粘質土層 (炭化物が多¥'1') 

24、灰褐色粘質土層

25、黒色粘質土 (炭化物層)

26、灰褐色粘質土膚 (加m大の士丹誌がか1)

27、灰色粕質土層 (伽い土問t松棄等極秘遺体を含む)
28、隠灰色粘質土層 (5mm~3cm大の土拘*ï混入1
29、賂灰色粘質土層 (縫物遺体多く含む)

30、暗膏灰色粘質土層 (織物遺体多く含む)
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1、茶褐色砂泥 (5cm大の土丹多く含む)

2、暗褐色粘質土層 (炭化物、銭信、片含む)

3、明茶灰色粕質土 {い知大の土問含ふ豊片有)

4、明糞灰粕質土

5、茶灰色粘質土 (3より締りが強い)
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1、表土

2、淡明褐色土層 (土丹層)崩落した岩盤

3、茶縄色土磨 よく紛っているが粘性はない。

4、灰色粘質土層 よく締り粘性が強い。 2~4mm程度の土丹粒多く含む

5、淡褐色粘質土層 2~3cm大の土丹粒を多く含む。 6層に似るカ、黒色土混らない

6、時茶褐色粘質土層 2~3cm大の土丹粒を多く含む。 黒色土が混じる

7、明淡茶褐色粘質土庖 よく紛っ ている 。 0.5~5cm大の土丹粒

8、陪茶褐色粘質土層 よく締り粘性強い。 0.5~2cm大の土丹粒に黒色土か'混じる

9、黒色粘質土震 よく締り粘性が強い。中に0.2-1cm犬の土丹粒混じる

10、暗茶掲色粕質土層 よく締り粘性が強い。0.1-1cm犬の土丹粒混じる

11、明淡糞灰色粕質土層 風化した岩盤層

12、淡黄灰色粘質土層 風化した岩皇室庖

13、明淡茶縄色粘質土層 よく締る3-10cm大の土丹層

14、灰茶褐色土層 0.5-5cm大の土丹粒含む

15、淡灰茶褐色土層 0.2-5cm大の土丹が混じる

16、明茶得色土居 0.5.-0.8cm犬の炭化物を多く含む

17、明茶褐色土層 よく締る。

18、淡灰茶褐色土層 0.2~5cm大の土丹粒が混じる

19、淡灰褐色土層 0.2-5cm大の土丹粒が混じる

20、灰色粘質土層 炭化物含む

21、茶褐色土層 締りあり、 O.5-0.8cm大の炭化物をやや多く含む

22、明茶褐色土層 締りあり、炭化物と0.7cm犬の土丹粒を含む

4m 
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たが、破片が多く枚数が確定していない。1000枚は越えていると思われるが、調査の及んで、いない卜レ

ンチの外には更に多くの柿経が埋没している。保存処理中なので詳しい調査はまだであるが、代表的な

ものについて概観する 3

以下、池トレンチl中層から出土した状態の良好な柿経を例とする。15枚が重なり合って出土したも

ので、形状は上端部を圭頭状に整形し法量は長さ215mm、幅13mm、厚さ0.5mm、内容は 『法華経jが

連続して普かれていることが確認されている。l行17文字が基本形で墨書は表面のみに書かれる。(他

に両面に普かれたものも僅かに見受けられる。)この15枚の形状 ・法量が全く同じことから一枚の板材

から襖数枚削り出したものと思われる。「妙法蓮華経荘厳王本事品第二十七J92行目から 「普賢菩薩初J
発品第二十八J3行目(悶版12-6)が確認されている。

下層から出土した柿経のうち文字のない部分16破片と中層より出土した柿経のうちやはり文字のない

部分13破片、 計29破片の柿経の樹種同定を行ったとごろヒノキとサワラという 2種類の材が用いられて

いることが明らかになった。いずれも木肌が滑らかで墨書に適しているためと考えられる。(附編-4

鎌倉市仏法寺跡から出土した柿経の樹種構成参照)池底の柿経は茶臼と13世紀後半代のかわらけ、天目

茶碗と若干の木製品、大量の火葬骨、炭化材(附編-5 五合桝遺跡(仏法寺跡)出土炭化材の樹種岡定

参照)を伴い、中層の柿経は14世紀末-15世紀代のかわらけ、常滑饗口縁、安山岩製五輪塔の火輪を伴

って出土している。

(2) D-2区

2000年度に調査された第33号トレンチH.Gを含む範囲に東西10m、南北20mのD-2区を設定した3

建物は確認されていないが、南北方向に延びる複数の柵列と見られる柱穴を検出した。D-}区では検

出した柵列の西の山際に建物が位置する。D-2区でも検出した柵列の西側、調査区の西壁際で直径

30cmの伊豆石製礎石が 1個検出されていることから、池の南側でも南山裾に沿って建物が建てられて

いた可能性が指摘できる。

(3) 0-3区

2000年度に調査された第33号トレンチCを含む範囲に東西5m、南北10mのD-3区を設定した。平

坦の東側(梅1WJ)の限界を押さえるために設定したものである。0-1・2区の平坦商は海抜59.5-

59.7mであるが、 0-3区は卜レンチ東|判で58.5mである。D-}区から約11m離れて 1m落ち込んで

いることになる。20穴弱の柱穴と土成を検出したが規則性は見いだせない。
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第三章まとめ

防御のための施設と考えられるA区・ B区の五合桝 ・雛壇状遺構の造成が鎌倉期に行われたことが調

査で明らかになった。五合桝の高まりは塚の集合したものではなく土塁であると考えられる。北辺の上

層土星(現況の姿)は、構成土中から出土した造物から13世紀後半-14世紀前半頃に、下層土塁の前面

にあった幅約3mの溝 (通路か)を埋め更に土を盛り上げて築かれたと考えられる。下層土塁と東西方

向の落ち込みの検出から13世紀後半-14世紀前半以前から土塁が築かれていた可能性を示した。北東角

は土塁が切れて東辺尾根筋に極楽寺切通に向かう通路があった可能性がある。

雛壇中段の黒色土層から13世紀後半代と考えられる常滑査が出土しているととから、との雛壇の造成

も鎌倉期まで遡る可能性がある。散乱している石塔の部材を見ると水輪が球形に近いものもあり確実に

鎌倉期のものと思われるものが存在する。2000年度調査で確認していた 2号マウンドは、頂部に一辺約

3m、四角形に敷石を巡らしていることが明らかになった。2000年度調査の第27号 卜レンチBの塚の状

況と類似していることが指摘できる。周辺で出土する遺物の年代が、 13世紀後半と14世紀末-16世紀に

限定されることから、 14世紀末-161立紀にかけて遺物・ 石材をまとめて構築したものと考えるよりも、

基本形は13世紀後半に構築されたと考えるものである。城郭的な一面を持つが、この時期の石塔・遺物

から鎌倉期にはすでに霊山の名が示すように一帯が露地であった可能性が指摘できる。元弘三年の戦い

の後、 14世紀末-16世紀にかけて上層土塁内側が削られ板li~ ， 石塔類が置かれるようになり、改めて墓

所あるいは供養の場としての性格が強まったと考えられる。

C区の塚周辺の造成時期は撹乱と削平のために明らかにされなかったが、塚は岩盤あるいは地山に平

坦面を造り塚本体を築いていることが明らかにされた。これを築いた時期は周辺のA区土塁やB区雛壇、

塚と同様に13世紀後半頃に基本形が造られ、 14世紀末一16世紀及びこれ以降に改めて整備され最終的に

遺物が塚頂部にまとめられていったものと考えたいところである。

D区は2000年度の調査で仏法寺跡と推測された平坦地に設定したe 東西30m、南北70m以上の平地は

丘陵の斜面の岩盤を水平に削りだして造成されていた。との造成の時期は遺物から13世紀後半代と考え

られ、忍性が極楽寺に入った文永4年 (1267)以降、本格的に極楽寺境内整備を進めた時期に該当する

と考えられる。D-l区の池跡の北隣、山際で東西2問6m以上、南北4問12m以上の礎石に鎌念石を

用いた礎石建物を検出した。柱間が3mもある礎石建物が確認されたことにより寺院の可能性が更に強

くなった。山裾は崩落の危険性があるために 2間以上確認していないが更に大きくなる可能性が考えら

れる。D-2区では南東隅で削り残された地山の黒色土が岩盤上に残されていた。建物は確認されてい

ないが楼数の柵列と見られる柱穴を検出した。池の南側でも山裾に沿って建物が建ち並んでいた可能性

が指摘できる。また文永8年 (1271)6月に行われた日蓮と忍性の雨乞いの伝承がある池跡の調査で大

量の柿経が出土した。特に下層の柿経は年代的に13世紀後半代と考えられることから想像を濯しくする

ならば、伝承にある祈雨に関わるものかもしれない。また14世紀末一15世紀の時期にも柿経が池に埋納

されている。14世紀末-16世紀は霊山山一帯で (A区-c区も同様)墓地あるいは供養の場として性格
を強める時期にあたり、仏法寺が十分に機能していたことを窺わせるものである。合わせて池底付近か

ら庭石に使用されたと考えられる箱根の溶岩が多数出土した。庭石に溶岩を使用した例は永福寺皿期庭

園 (13世紀末-14世紀初め)にある。池の堆積物で行った花粉等分析から(詳細は附編ー l 五合桝遺

跡(仏法寺跡)の花粉化石 附編-3 仏法寺跡から出土した大型植物化石参照)13世紀後半以降の植

生が明らかにされた。堆積土中から、樹木類ではニヨウマツ類(クロマツ)、エノキ属、ムクノキ属、

ヤナギ閥、サクラ属近似種、アカガシ亜属、シイ類、ヤマモモ属、コナラ亜属、クマシデ属、アサダ属、
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草木頼ではヨモギ属、イネ科、アカザ科、ヒユ科、アブラナ科、ユキノシタ科近似種、パラ科、オオパ

コ属が見られ僅かだがソパが確認されている。本木類ではブドウ属、ツタ属、スイカズラ属が確認され

樹木に絡まり生育していたと見られる。鎌倉~室町時代にかけて概ね増減はあるが乙のような植生であ

ったと考えられる。すべての時期でソパが確認されていることから、仏法寺境内でソパの栽培が行われ

ていた可能性が考えられる。

最後に調査において諸先生、諸先輩から多くの貴重なご教授を受け、また周辺住民の皆様、特に岩津

喜美枝様からは現地事務所の設置などについて深いご理解とご支援を賜り大きな成果を上げることがで

きた。丘陵部の調査のためすべての機材 ・資材の人力による搬入、合計1.100m'の調査範|副の掘削 ・調

査 ・埋め戻しまですべて人力で、行ったことなど、調査に参加した調査員、作業員の人並みならぬ苦労、

5ヶ月間の調査の問事故もなく無事に終了するととができたととを記して、深く感謝する次第である。

註1.仏教伝来以降、 経典が様々な形で伝えられて来ている。柿経も写経の一つの形態であるが、経典

を写し取る素材として、先端を圭頭状にした薄い木の板を用いたものの総称として呼ばれている。

註2.仮に 『法華経jが薄板の片面に写経されて埋納されていると考えるならば、八巻で計4，088行(本)

を要する。時期の違う中層、下層のまとまりを考えるならこの倍の数、関結二経 『無量義経Jr仏
説観普賢菩薩行法経jと f般若心経Jr阿弥陀経j(十二部経)を加えるならば枚数は更に増える。
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表1 造物観察表

図4 A区の遺物
務総・磁矧l 口径

かわらけ (5.8) 

" (5.9) 

" 6.9 

" 6.9 

，_ 6.6 

__ 

6.8 

" 6.8 

._ 
7.0 

h 7.2 

" 7.3 

" (7.5) 
__ 

7.3 

'_ (8.2) 

" 

" 

_， 
(9.η 

" (10粉

" 11.7 

" 11.1 

" 11.4 

" (14.8) 

二1:$偽

火合lWl

瀬戸正E縁飢 23.8 

瀬戸奄

図5 A区の造物

ぬ ;器級'f亜日IJ 口径

1 阪日曜 地 8.4

2 " 縦23.0

3 " 縦29.4

4 (完品) 全長67.2

5 ({まlま7t:1i'J) 全長44.0

6 ，_ 残1+40.6

成後

(3.0) 

(4め

4.8 

3.7 

4.0 

3.8 

4.4 

5.0 

4.6 

4.8 

(5.2) 

5.3 

(5.0) 

(5.2) 

(6.1) 

6.6 

5.9 

5.9 

(9.6) 

9.7 

高台後

6.6 

l底 1量

機27.2

続26.2

倹22.8

総22.2

機16.4

綴23.8

( )は復元寸法、単位はcm

務部 成形・特徴 出土地点~f立

2.0 需産総!iltJl手 陣台土はきめ細かいが1-2mm大の砂粒と土丹粧を A-2区 1[疏まで

比較的多く含む 色{主総色

2.2 明産鑑!ilt~ j治土iまきめまIHかいが1-2mm大の砂粒と土丹ねを A-2区 1i蕗まで
比較的多く合む 色は援色

1.9 
機織成形 胎土!まきめ細かくクサリ艇を含む色l立健色

A-l区根締周辺

1.9 線総成形 胎土はきめ細かいがl-2mm大の砂総と土丹投を A-1区土塁際 Ji預
比較的多く含む 色はm色

2.1 犠組成形 飴土iまきめ細かいが1-2ID.m大の砂粒と土丹粒を A-]区土塁際 J[雨
比較的多く含む 色は鐙色

1.9 需産総成庁長 飴土はきめ縦かいが1-2111Jl1大の砂粒と土丹粒を A-J区土遺際1i商
比較的多く会主F 色l主総色

2.1 事提舷成形 飴土l主lmm以下の砂粧(石英)と2-3mm大の小 A-1区土袋際i前1
石を僅かに含む 色lま燈色

1.8 機織成形時台土はきめ織かいが1-2mm大の砂殺と土丹粒を A-II三板跡周辺

比較的多く含む 色l立後色

1.9 機緩成形 R台土l主主め織かいが1-2mm大の砂粒と土丹粒を A-]区土m際 1薗l
比較的多く含む 色lま援色

2.2 機継成形胎jニはきめ細かいが1-2mm大の砂粒と土丹手立を A-1区板碑周辺

比較的多く含む色は鐙色 スス{寸まま

2.1 事廃鉱J武形船上はきめ細かいが1-2mm大の砂粒と土丹粒を 土塁コーナートレンチ

比較的多く含む色は鐙色ススI.j-:u' 1 iRi 

2.0 続強成形胎J二{11mmW，下の砂粒(石英)と2-3mm大の小 A-]区l磁まで
石をI生かに含む色Iまにぶい燈色スス付着

2.1 機縫11x.形 ij台土はきめ細かいが1-2111111大の砂絵と土丹粒を A-11玄1uiiまで
比較的多く含む色{手続色

線総成形 胎土はきめ細かいが1-2mm犬の砂粒と土丹粒を A-2!KJ部まで
比較的多く含む色はにぷい1電磁色

犠結成形 H古土lまlmm大の砂粒{雲母)と土丹粒を多く含む A-J区土塁際表土

色lま明赤総色 二次娩!ilt

3.2 事産総h定形月台土はきめ紛かいが1-2111111大の砂粧と土丹粒を A-J区 li溜まで
比較的多く含む色l正俊色

2.9 事睦蜘~形飴土はきめ細かいが1-2ml11大の砂tîlと土丹殺を A-]区 1i窃まで
比較的多く含む色は縫色

2.9 機織成形胎土{1きめ細かいが1-2111111大の砂粒と土丹殺を A-]区板仰周辺

比較的多く含む色は燈色

2.8 磯織成形月白土lまきめ細かいが1-2111111大の砂絵と土丹殺を A-]I茎板僻周辺

比較的多く含む色i立後色

2.8 様結成j杉胎二iこはきめ細かいが1-2111111大の砂粉と土丹殺を A-I区100まで
比較的多く含む色1ま俊色

3.8 機愉』色彩Ilfj土はlml11大の砂粒 (雲母)と土丹草立を多く含む A-I [玄土~際 1 j百
色1ま鐙~

l治土I孟精良重~(まi主1町民主@ A-l[玄1"[翫まで

瓦債務色は灰白包 A-II玄:1:設際1直i

5.3 Jlft土は相良色{ま焚色灰利l A-I(K;絞縛周辺

飴土i立精良 にぷい焚綬色利1なし A-J I玄I:~際 l 商

( )は復元寸法、単位はCIl1

'u同O 容i'.'ii 1守 徴 wi 考 出土地点殿佼

1享2.6 総i尼片岩 銘不明 A-Il?Il而

1!f.2.4 緑泥片皆 ~不明 " 

J!l.2.8 総i尼片・総 銘口口卜一月日 " 
1写3.6 緑泥片主:;: t良部~~員が: 銘路子(キリーク)ハス " 
1写2.6 緑泥片告 銘組子 (キリ ーク)ハスロロ口二月臼 _， 

1'12.3 総泥片結 銘 口月日 '_ 
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表2 造物観察表

図7 B区の遺物
Net (，if磁 ・積別 口 1圭

1 かわらけ 5.5 

2 " 6.2 

3 " 6.5 

4 " 8.0 

5 " 8.7 

6 " 

7 " 
8 " 9.7 

9 " 8.0 

10 " 6.8 

11 '. 5.2 

12 '. 5.9 
13 " 6.3 

14 " 5.7 

15 '. 6.0 

16 " 6.8 

17 " 6.5 

18 " 7.7 

19 " 9.9 

20 句 5.7 

21 " (11.7) 

22 " 

23 e切 10.5 

24 首ti冶蛍

25 " (14.2) 

26 " (10.5) 

27 " (16.6) 

図8 B区の遺物
、。 器量稲・稲別 口 1圭

地愉 縦16.3

2 瓦 説話(11.2)

3 時I滑蛍 (23.2) 

4 常滑Z理 (54.2) 

5 かわらけ 5.6 

6 " 6.2 

7 " 6.8 

8 .， (7.3) 

9 " 7.3 

10 " (11.7) 

11 " (11.9) 

12 eか 12.3 

政 1圭

4.2 

4.6 

4.4 

2.8 

6.4 

4.6 

6.2 

5.7 

5.0 

3.8 

4.3 

4.3 

3.9 

3，8 

4.0 

4，0 

5.4 

7，5 

6.0 

σ.1) 

8.0 

8.0 

9.4 

(12.8) 

量ま i主
繊21.1

島町(9.5

15.0 

20.4 

4.1 

3.6 

4.5 

(4.8) 

4.8 

(6.4) 

(7.1) 

8.0 

( )は復元寸法、単位はcm

器部 成形・特徴 出土地点層{立

1.9 機織成形 町古土はきめ細かくクサリ際を合主F 色l孟m色 銀色土中

2.0 機健:成形 胎lま土きめ細かく粉っ1ft、 色lまm色 " 
2.2 事費縫1lX.形 i治土lまきめ細かく 101m大の土丹多く含む 色は

" 
燈色

5.0 機緩員間5 胎土Iまきめ細かく0.5111m以下の3E母多く含む色は
" 信色

2.1 機鮭1焚形 ij台士はきめ細かく0.5mm以下の雲母多く含む色は

続色 " 

続鎚成形きめ綱かく 1mm大のクサリ隊、雲母、針状物会む
" 日台土!孟 色{ま際包

機銃指定形 胎土!まきめ細かくクサリ緩を含む 色lま鐙色 " 
2.6 機織成形 月古土はきめ細かくクサリ際を含む 色{主総色 " 

1.8 申書犠J成形 胎土はきめ細かくクサリ露容を合む 色fまにぶい槍 i段同斜商港椛商まで

色

2，2 犠結成形船土{まきめ細かく lmm大のクサリ隊、~母、針

1先物含む 色Iまにぷt、総色 " 

1.6 機動r&:形 JI合上はきめ割nかくクサリE撃を含む 色iま燈色 2段目石tl，;散iSLgjlY14土

1.6 犠総成形 月台土lまきめ細かくクサリ磯を含む 色lま後色 " 
1.6 申院総成形胎土はきめ細かくクサリ礁を含む 色Ii.被色 " 
2.1 機愉lX.形胎上はきめ調11かく 7サリ畿を含む 色l正俊色 .， 

2.2 機織TtJ:.形 E古土はきめ細かくクサリ配撃を含む 色lit;i色 φ 

1.9 機絡成形 n台土はきめ誕11かくクサリ傑を含む 色Iまm色 " 
1.8 機経成形 時台土はきめ細かくクサリ際を合主F 色/;t.鐙色 " 
1.9 機嫌成j彩lIti土はきめ制かく lmm大の土舟多く合む 色I立 " 
鐙色

2.7 続鎗3護形 R台上/iきめ細かくタサリ僚を含む 色は帯主色 .. 
2.5 事院極成形 胎jニiまきめ剥Bかく 1mm大のクサリ様、安母、針 " 
状物含む色はI草色

3.2 事療縫成形 H台:1:はきめ織かくlmm大のクサリ線、雲母、針 " 
状物会む色t立鐙l!

税事量成形 Rft上はきめ綴lかくクサリ語審を含む 色は後色 " 

3.0 続載成形 月台j:/まきめ細かく lnun大のクサリ様、~母、針 " 
1先物合む 色i孟鐙色

燥大経17.7 !lEi土精良、ややしまり良 自11ま赤灰色 石塔散乱部穆土

長大径(22.0) l治土精良、しまり良 色は灰資総包 石犠散活Lff巨額上

24.2 
級大1毛(19.4)

胎二t干高良~綴 色lま灰総色 外休日百r;t.にぶい 石j苔散乱部被土
赤絡色沼音Fに降灰 内対表iiolまにぶい掲色

(16.4) 
fti大径(21.6)

胎土しまり良 t!rま俄色表面Iまにぶい赤 石塔散乱g{)磁土
何色砂底

( )は復元寸法、単位はcm

~高 成形・特徴 出土地点勝位

安山岩製銘 口光餅J芭~永十正月廿一日 2段白石t答散乱部面1

1!i2.0 際瓦 mHII街まで
(42.0) h1大後(36.0) 2殿白 銀色Jニ中
(84.0) 級大1圭(80.8) H空白誠n:区間笠中

1.7 犠随成}彩 H古土はきめ細かくクサリ距離、土丹念。 色は緩色 f吉治宝車中磁土
1.7 機織Jtt.形胎土はきめ繍かくクサリ様、土丹含む 色Iま鐙色 " 
1.8 織低成形飴土はきめ細かくクサリ鋭、土丹念む 色1主格色 " 
2.1 線鑓成形 胎上lまきめ細かく 1mm大のクサリ様、土丹粒合 " 
む色lま縫色

2.3 機綴成形 月台土はきめ細かく微細なま:母、土丹総合む 在~Ii " 
鐙色

3.8 続鑑持拡形 船土はきめ細かく1mm大のクサリ際.二t外字色合 " 
む包l立符色

3.3 犠敏成形 時台土はきめ細かく 1mm大のク叶リ様、上丹釣合 ，. 

む

3.2 犠鎗成形 総土fまきめ細かくクサリ線、土丹含む 色i主権色 '. 
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1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

8 

9 

10 

11 
12 

13 

14 
15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

表3 遺物観察表
図15 D区の遺物
告5純 ・平準別 仁) 1圭
鉄宮司 袋 15.2

‘' E実1'1-49

" 残艮2.9
t型民 長3.9

近 lit灯火受I皿 給量4.4
占量買
ヵ、オ〉ち{す 6.3 

" 8.0 

砂 (11.1) 

" 13.0 

機;-;:(E蝋?

" 

'. 
7肯泊拘!鉢
カ‘オ〉らtす 5.3 

" 【6.1)

" (5.9) 

，. 11.0 

'・

" (14.0) 

ifjjp量量子

瀬，-r平{穂 (16.η 

かわらけ 6.0 

， 9.8 

" (9.8) 

" 10.4 

" (6.0) 

.， 12.3 

す官討奇襲

図16 D区の遺物
可G 務繊 .f重別 口 i壬
1 かわらけ (11.6) 

2 " (13.6) 

3 " 12.8 

4 " 12.6 

5 持者治宝聾

自 火餓{五鎗h苔}

7 ヵ、オフら4ナ (6.9) 

8 " (7.4) 

9 ， 11.6 

10 " 12.3 

11 " (13.8) 

12 天自主主腕

13 I~.)~乱lE..?

14 百害消波

15 ';;智治r.~鉢

16 Jf~代? 縦(12.7
17 木製料開11111.出 結1'5.5
18 千斤~~ (オζ百!~品} t従11.4
19 " t!正12.7
20 手席εl t最大後

24.7 

弘主 {圭
耐，11.3
iJI~0.9 

~世0.6
1OI.!l.3 
機1.2

4.6 

1.0 

((主8)

6.4 

尚{110今2後〉

:t8 

(3.7) 

4.0 

6.9 

4.1 

6.0 

6.4 

4.1 

7.5 

20.0 

Bま I壬
(6η 

(8.4) 

9.3 

(7.0) 

α.9) 

(5.4) 

8.8 

6.0 

(8.1) 

鱗5.0
被 10.8
櫛11.9
餓12.9

( )は復元寸法、単位はcm

日器 商 成形 ・特徴 出土地点初i立
/!/.0.5 1) -3 区:t.~然まで

" 
" 

I早1.1 h 

;窃1.4 時台 1:1ま相良 色t立反tli.色鉄時担 " 
1S:永通安 " 

1.9 機継成)f~ s台j二f手織をしまる 宮め調Hかく 1mm大 1) - ) I孟.m械Il'oまで
のクサリ睡段上外字立を含む o.r孟軽量色

2.0 事色蝿織t正成被J色f3 n台上{孟主め細かくクサリ際、土丹校合む " 

(2.9) 繊織見世J彩 円台j二は1-3mrn大の士.何段、小伝を合む " 
t己f草にぷい俄色

3.5 機械成1志望 胎土lまきめ細かく lmm大のクサリ隊、 " 

上外事世を合む 色tまm色
胎土I正制呉監鰍灰向色[1<粕透明 " 

船上は籾1孟単級 1沢内色 事11:孟JI4色
No.13と l<f)- (開体か Dー l~巡榊
前まで

帯主存在も
1h'1Iこは制良匂級灰f匂色事~I孟lU色

NO.12と伊i)- f闘 f~民泊、 " 
4.8 

色t孟に..&:1己最員』必 L> l幻踏榊lliiまで
1.8 験輔11.!t形 1ft; 1::ま宮め純lかくクサリ機、上丹料含む 。11心 盤l拷I(，i
色t主的色

(1.9) 鱗隠成形 IJ台J:はきめ縦かく lmm大のクサリ傑. " 
ト.丹料金含む 色f立総色

(1.8) 機械成形 J治 1:1立をめ細かく Inlm大のクサリ燥、 。
上J>tfQを合む 色は鍛色

2.7 機械成形 H台士はきめ総lかくヲサ リ様、土丹平百合む " 
色{孟帽草色

(4.2) 唱陣織成形 1総土は1-3m01大の七丹粉、小石を含む " 
包tま隠色
機械P変形 fff..上t主主め制かくクサリ際、之内粒含む " 
色t正bf.色
f約1:1主制Q 請書地灰白色 ツヤ有り t.u色の微飽食 " 
も、

1姶土i手納良目差繰 色1;1)パ~1 ø. (やや.~/J.@'1iíびる ) t天 " 
f由縁灰色部分的にほがれ害事ちる

1.8 横健成庁長 1治1:.1立をめ割11かく ltrun大のクサ リ様、土 。I i2五遺構I師I何東側斜面浴ち込
J斗宇立を合む 色I孟符t色 み

3.4 制t織成形 ij台1:r草1-3.rnm大の」ニ外枚、小石を合む 。-11実Pit3
世:u立にぷt、僚監主
幌織成形 i治ゴニf孟1-3m01大の I'.J号事官、小石を合む " 
色はにぷい後色

3.0 峨峨y波形 胎十.1ま芭め細かくクサリ国眠、主舟和合む " 
色t孟i虫館荷主一段色

1.9 事聾憾成jf~ 1('台七はきめ細かく lmm大の /;l吋‘リ隊、 D-l区Pir5
1:1ヰ校を合吃.' e?r;t.格復

2.9 峨織成形月台こI:rまきめ中IHかく 1n1l''O大のクサリ配転、 t 。11乏ifll2
I't帯立を含む 色t手段色

事長H 開而手;土1;1:.尚やや色i)Il('f空 色は灰白色 内i1u降灰(斑か;状)外 。11i<:土綴2
27.4 

( )は複元寸法、単位はcm

器;ぉ 成形 ・特徴 出土地点府位

3.3 織成形胎」ニはきめ紺1かく lmm大の7サリ餓合む 色iま般
持¥属議)卜レン乎 2

色

3.6 事曲線成形 胎1二l;tlmm:;kの砂総(-;;:tl;刻、上N牧含む o.は " 
i.!lt竜僚包

3.6 機織成形 月合1こは吉め細かく 101ln大のクサリ機会む 色t孟 " 
後色

3.6 機織成形 Otd.はμ百m大の砂粒 ('.:煙防)、土:I''i'校合む 色t正 " 
i!l災者置色
I..J総首都片 H古jニは級官官 民石合む 色は1内白色 織は口鶴告1I " 
t立術色、それ以外は鈎灰色
安IJJ皆製 4耐他 F引の 柿綴とI司じ帰依 。I ID也トレンチ l

中府(柿縦)

2.1 世曜織成!f*Jjf;.:J二I正幸め細かく lmm大のクサリ傑含む 色は括主 地トレンチ lTJM
色

2.4 機織成Jf~ fJti 上はln'ltn大の砂粒('::1~時〉、土j守役合む‘ 色は .. 
浅草喧惟色

2.9 機結成形 JtFo t.1主1mm大の砂利 (:;:H最上上丹杓、針状物合 池 トレンチ I池l広
む 色t主峰色

3.2 機健1夜1f3 1治土I孟燐主しまる 綿!かい砂粉 (~fln を多く合 池トレンチ 1下附貰iiE3
む 色はにぶい俄色 箇:上

3.8 縦縞Y剣形 I治士はきめ朝日かく lmm大のクサリ機会む 色r;l:. " 
にぷい総色

底部片 時台上1:1:幣 1~.砂f( 色は~J(白色.fihr孟御幸由{二J以色平曲が " 
まだらに混じる にぶL、赤鉛色 1望人 ・官t.fLなし
潟白)'i- J拾j二I主級官官、微妙'1':1@小石含む 色は1I台ぶは減策 il!!トレンチ 1il!!l.必
裕也 表面H孟外側がに」打 、総色、ぴqfRQが淡隠色
l底伺i小}'¥' 時台土は綴'8¥'.長百枚含む 色{ま灰白色 降灰都は " 
側灰色

口縁部片胎土は級官皆、長司自殺多く含む
千也ト レンチ l下縄基

色f主制収色
1'/.0.1 'll'<パ 1ヶ所有り 池 tレンチ lit品目ま

I!/.0.6 If.l'鮫をはめこむためのホゾ刊の 池トレン手 1'FR草

I!/.O.I ヨ己形，~ft ;}!?<-( 4 ヶJiJi' 治トレンチ 1i校正ま
1?0.2 先月潟zJ， 務穴 4 ヶ J~斤 " 
11.4 ~IJJ紛製 火をうけたSるとのり f也ト レンチ l下M
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附編 五合桝遺跡(仏法寺跡)発掘調査に係る花粉等分析について

附編-1 五合桝遺跡(仏法寺跡)の花粉化石

鈴木茂(パレオ ・ラボ)

鎌倉市坂ノ下214番2外に所在する五合桝遺跡(仏法寺跡)において発掘調査が行われ、現在存在する

湿地状の池も調査された。との調査で2mを越える池の埋積土層が認められ、五輪塔やかわらけ，層状

に堆積した多数の柿経などが検出された。

との池跡は標高約60mの丘陵内に存在しており、埋横された花粉化石群集は当時成立していた丘陵部

の植生を強く反映していることが予想される。よってこの池の埋積物について花粉分析をすることによ

り当時の丘陵部植生を知る上で貴重な資料が得られることが期待される。以下にはこの池跡より採取さ

れた土壌試料について行った花粉分析の結果を示し、池周辺の古植生について検討した。また同試料を

用いて珪藻分析も行われ、7也の水環境についても検討されている。

1.試料

試料はD・1区の池トレンチl北側壁(図 1)のA地点より採取された 10点、である。以下に各試料に

ついて簡単に記す。試料1.2層は灰~暗灰色の粘土で、中・上部には縦方向に褐色酸化鉄の集積がみら

れる。また上位境界より 5cm下に土丹 (黄灰色泥岩)の小塊(径2mm以下)が線状に点在している。

本層の直上は褐色を帯びた灰白色粘土で、土丹が多量に混入している(池の埋め土)。さらにその上は

暗灰ー灰褐色の土壌で、土丹が多く入り、特に下部10cmは密で、ある。最上部は現在の池の埋積層であ

る灰褐色有機質土壌で、 B地点、では約80cmの厚さで堆積している。試料3層は灰褐色の粘土で、上位

層境界部に柿経が層状に多数埋積されている。試料4層は黒灰褐色の、枯土で、下部4-5cmは炭片が

多量に混入しており、上位層に援われるように五輪塔も認められる。試料5層は灰褐色のシjレト質粘土

で、下部に土丹が散在している。試料6層は褐色を帯びた灰色~背灰色の粘土で、細かな植物遺体も認

~.---.，t一一一一止一一一J 一一__..，J.7f

~緩

5a.∞ー

。・-• 10 

硲1:貫料録集地点付近の土腐断面図と柱状図低賃(1)
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められる。本層より採取された土壌(試料No.35)について大型

捕物化石分析が行われ、マツ属複維管東亜属の葉と陸果鱗}十.カ

ラスザンショウの種子などが検出されている(大型柚物化石の節

参照) 試料7層は時背灰色粘土で、土丹が多111に出入しており、

材片・も認められる。試料8府は暗オリーブ灰色の粘土で、植物遺

体が点在しており、土丹片も認められる。最下部の試料9，10層

は暗青灰色の粘土で、中央部に土丹+植物遺体が府状(厚さ 6

cm前後).一部ラミナ状に認められる。この植物遺体暗について

も大型植物化石分析が行われ、マツ属複維管東亜属の葉のみ得ら

れ、その断面を観察した繋は全てクロマツであった。またこの植

物辿体層に炭化材も合まれており、スギ 9. ヒノキ I.ネズコ

(クロベ) 1が得られている(炭化材樹種同定の節参問)。なおこ

れら池埋積層の基底は泥行のね盤である。

なお時代については出上遺物から最下部が13世紀後半頃、柿経

堆積層が14世紀末から15世紀初頭頃と考えられている。

2.分析方法

上記した10試料について以下のような手順にしたがって花粉分

析を行った。

試料 (湿重約3-5 g)を遠沈管にとり、 10%の本酸化カリウ

ム溶液を加え20分間湯煎する 水洗後、 0.5mm自の備にて植物遺

体などを取り除き、傾斜法を問いて組粒砂分を除去する。次に

46%のフッ化水素酸溶液を加え20分間放置する"*洗後、比重分

離(比重2.1に調整した良化亜鉛溶液を加え遠心分雌)を行い、

浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてア

セトリシス処理(無水酢般9: 1 濃硫酸の割合の出般を加え3分

11.1]湯煎)を行う 水洗後、残清にグリセリンを加え保存用とする。

検鏡はこの残法より適宜フレパラートを作成して行い、その際サ

フラニンにて染色を施した

3.分析結果

m 
60.00ー 『

59.00ーー

A 

Y 

γ 

58.00ー |一一一i

• 1 

日 a
日b
口c
回 d

.9 
園 e

図 f

図2!茸草寺保取lt!!点の地質柱状函とE茸科採取11準

a 型車め1.b: m唖賃上t寓 c 紘j己d :上丹
e 材}¥・ f: ~}t 

検出された花粉 ・胞子の分類騨数は、樹木花粉52、革本花粉33、形態分類を含むシダ植物胞子3、藻額

2の総計90である また寄生虫卵も 2分類群が観察された これら花粉 ・シダM物胞子 ・寄生虫卵の一

覧を表lに、その分布を閑3に示した。なお分布凶について、樹木花粉は樹木花粉総数を、草本花粉 ・

シダ植物 ・寄生虫卵は全花粉胞チ総数を基数として何分率で示しである。また、表および図においてハ

イフンで結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものを示し、クワ科 ・パラ科 ・マメ科の花粉は

樹木起源と革本起源のものとがあるが、各々に分けることが困難なため便宜的に京本花粉に一括してい

れである。

験境の結果、樹木花粉に帰位的変化が認められたため下位より 1-皿の花粉化石群集帯を設定し、以

下にそれについて記す
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表1産自花粉化石一覧表

町名 "g 
1 2 3 4 6 6 7 8 9 1。

.'" マキ. Pod0C3rJ四S

宅!. Abi.s 
ア却属 r.暗a
トウヒ. P.icea 
マヅ....‘露軍 Pinus sub，en. Haplo.fylon 
マプ圏直・曹圃軍属 Plnus $ub，gen. DiploxyloD 
マツ属 {不明) Pious (VnlInovn) 
コ，，-t-マキ. SCi3dopitys 
A.rf Crypt，鎌田ri:Jjaponic-4 D. Don 
イチイtt・-1]1ガヤ伺ーヒ J与科 l・C.
ヤナ彬置 S~lj.T 
ヤマ号司~. 'Jyl'lClt 
クルミ 属 JuglMS 
クマシデ属ーアザダ属 臼 rpinl!s-OstrY!t 
:bパノ今. B.ιul~ 

ハンノ今. Alnu$ 
プナ Fagus crentJ ta 81 Unle 
イおプナ Fagus Japonica }ia:<i凪
3ナ，鵬コナラ彊属 QuerclIs剖 b，問.LepJdQ加 JltnU$
コナ，寓アカガシ.. Quercus subg.n. C.vcloIM13nop.fs 
クリ属 C"st~，ne8 
シイノ毎踊ーマテJ(シイ 皿 CttstJwopsis -P;rsania 
エレ網-~ -v tt. Ulmu$ -lelkowJ 
Z ノ舟圃'ムクノキ. Celtjs-ApJJan~n t.hω 
イスノキ属 DistyJi咽
ザクラ属近似1. cf. fruDus 
ザンシ Bウ属 Z.2ntllo.ryJt岬
ミカン濁遺制，. cf Ci<rus 
~シタン属 H，Ji3 
ユ;;(I)ハ圃 白 phlllphyJJ畑
アカメガシヮ. ~Uoεus 
シラ~・ $apiU1/l 
ゥf¥，;;"贋 Rbus
司，:1-1キ. 11・-、
エシ..o c・I・stra.ce.a.
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花粉帯1(試料7-10)はマツ属複維管東亜属(アカマツ?クロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)

の催占で特徴づけられるが、上部では減少して10%前後の出現率を示している。三の上部2試料におい

てはブドウ属やイボタノキ属，ニワトコ属近似種、ガマズミ属、スイカズラ属などが他の試料に比べ目

立って多く検出されている。その他ではエノキ属ームクノキ属が10%前後の出現率を示してニヨウマツ

類に次いで多く検出されており、ヤナギ属，クマシデ属ーアサダ属、ハンノキ属.コナラ属コナラ亜属、

コナラ属アカガシ亜属、ツタ属などが 5%前後を示している。草.本類について、イネ科が下部2試料で

は10%以下と少ないが上部2試料では30%前後と比較的多く検出されている。ヨモギ属は10%前後で、あ

るが、試料9においては約50%と突出した出現を示している。その他では本帯最上部においてソパ属が

観察され、アカザ科ーヒユ科が試料7で約9%.試料9で約8%を示しており、パラ科も試料?では

5%を越え、主に下部試料において水生植物(抽水植物)のガマ属やサジオモダカ属が検出されている。

また試料8においては藻類のクンショウモ属が多産しており、他の試料において寄生虫卵の鞭中卯が少

し得られている。

花粉帯II(試料2-6)はニヨウマツ類の俊占で特徴づけられるが、 I帯同様上部ではやや出現率を

下げている。次いでカラスザンショウ型のサンショウ属が多いが、やはり上部ではやや出現率を下げて

pる。この上部においてコナラ亜属やアカガシ亜属がやや増加しており、エノキ属ームクノキ属にもそ

うした傾向が認められる。その他ではブドウ属が最下部を除き 1%を越えて得られており 、グミ属も同

様の傾向がみられる。革本額では I帯同様イネ科が上部試料で多産しており、試料3では50%近くに達

している。次いで、ヨモギ属が多く、出現率は10%前後を示している。その他はいずれも低率で、、そのう

ちカヤツリグサ科とキク亜科(ヨモギ属を除く)が最下部を|徐き 1%を越えて検出されており、最下部

試料よりソパ属が、最上部からはベニバナ属がそれぞれ 1個体得られている。また本帯中央部からはク

ンショウモ属がわずかながら得られており、寄生虫卵の鞭虫卵が最下部試料において観察されている。

花粉帯血 (試料 1)はブドウ属の圧倒的な多産で特徴づけられ、出現率は約77%に達している。その

他はいずれも低率で、ブドウ属に次いで多いニヨウマツ類でも 5%に達していない。革本績でイネ科が

約24%を示して最も多く、次いで、ヨモギ属の約11%となっている。その他はいずれも出現率が低く、そ

の中でカヤツリグサ科、クワ科、カラマツソウ属、パラ科、キク科が 1%を越えており、ソパ属が1個

体得られている。また藻類のクンショウモ属などが若干検出されている。

4.遺跡周辺の古植生

以上が花粉分析結果であるが、この花粉帯を基に仏法寺跡周辺の古植生について述べる。

花粉帯I期の仏法寺跡周辺はニヨウマツ類の二次林がすでに成立していた。池最下部層の時代は出土遺

物から13世紀後半-と考えられており、この時期の鎌倉はそれまでのスギ林や照葉樹林からニヨウマツ類

の二次林に交代したことがほぼ明らかとなってきている(鈴木 1999)。このニヨウマツ類について大

型植物化石分析結果をみると、得られた葉の断面構造から検討した葉全てがクロマツと同定されている。

よって仏法寺跡周辺はクロマツの林が成立していたと考えられる。これについては先に報告した永福寺

跡にも認められ、平成2年度調査においてクロマツの葉が多数得られ、汀線付近よりクロマツの根株も

検出されている(鈴木 1991)。またこの花粉分析の結果、ニヨウマツ類は約50-80%を占めている。

これに比べると仏法寺跡では多い試料(花粉帯Il)でも40%に達していないことから、池周辺にクロマ

ツは無く、背後の丘陵部斜面などにまばらに生育していたのではないかと思われる。一方池近辺につい

てみると、土質的に比較的豊かな所を好むエノキ属ームクノキ属が生育していたと考えられ、ヤナギ属

やサクラ属近似種も付近に分布していたとみられる。その他照葉樹林要素のアカガシ亜属、シイ類(シ
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イノキ属ーマテパシイ属)、ヤマモモ属、落葉広葉樹林要素のコナラ亜属やクマシデ属ーアサダ属など

も付近の丘陵部にまばらではあるが生育していたと推測される。この頃の草本植生について、ヨモギ属

を主体にイネ科やアカザ科ーヒユ科などの雑草類が池周辺に分布していたとみられる。その他アブラナ

科やユキノシタ科近似穐.パラ科 オオパコ属なども生育していたであろう

その後ニヨウマツ類は減少し、代わってイボタノキ属やニワトコ凶近似騒がやや増加しており、地周辺

において目立つ存在となったことが推測される。また木本類のブドウ腕、ツタ属、スイカズラ属(スイ

カズラ?)、ウコギ科(キヅタ?)や草本類のへクソカズラ防といったつる性の植物が上記した樹木類

に絡まるように生育していたとみられる。この頃の革本類はイネ科を主体にアカザ科ーヒユ科.ヨモギ

腐の雑草類が分布しており、アブラナ科やパラ科、キク亜科なども生育していた。また、ノパ属が一個体

のみでめるが検出されており、付近において栽培されていた可能性も考えられる。なお花粉帯E期にも

みられるが、ニヨウマツ類の減少に呼応するかのようにイネ科が増加している。この両者に因果関係が

あるのかどうか、あるとするとどのようなととであるのかは現時二点では不明であり、今後の諜題とした

。
、
事ー

花粉崎日期は、柿経の埋積摺が14世紀末から15世紀初頃と考えられていることから、おおよそ下限は

141世紀代、上限は15出紀初から前半頃と推測される。この時期の仏法寺跡周辺ではクロマツと考えられ

るニヨウマツ類の二次林が広く成立していた。またこの時期サンシ ョウ属が多産しており、カラスザン

ショウを主体にサンショウを含むサンショウ属が少なくとも池周辺に目立って生育するようになった。

その他、依然として照葉樹林要素のアカガシ亜属やシイ類、ヤマモモ属、落葉広葉樹林要素のコナラ亜

痛やクマシデ属ーアサダ属などが付近に生育していたであろう。加えてグミ属も普通にみられるように

なったと推測されるが、前の時期目だったイボタノキ属は減少し、ブドウ属やツタ属などのつる植物も

縮小した。この頃の池周辺ではイネ科やヨモギ属を主体にカヤツリグサ科、アカザ科ーヒユ科、カラマ

ツソウ属、アブラナ科、パラ科、マメ科、オオバコ属、キク亜属、タンポポ亜科、シダ植物といった雑

草類が生育していた。また前の時期同様に付近においてソパの秘培も考えられよう。

花粉帯IllJ聞の時期については不明であるが、少なくとも下限は15世紀初から前半頃と推測される。と

の頃の柏生については花粉塊をともなうブドウ属の多産で読み難いが、基本的には花粉帯Eとほぼ同様

であったと推j!{Ijされる。すなわちニヨウマツ類がブドウ属に次いで多く検出されていることから、 H帯

同様クロマツと推測されるニヨウマツ類の二次林が成立していたと考えられる。またアカガシ亜属やコ

ナラ亜鴎も付近に成育していたであろう。ブドウ属はこれら樹木に絡まるように生育していたと考えら

れ、池内に花とともに花粉が多量に供給されたものと思われる なおH併で目立ったサンショウ属は縮

小し、グミ鴎も同様である。草本類についてもH帯と同様と推測され、池周辺ではイネ科やヨモギ属を

主体にカヤツリグサ科、アカザ科一ヒユ科、カラマツソウ属、アブラナ科、パラ科、マメ科、オオパコ

属、キク亜属、タンポポ亜科、シダ植物といった雑草類が生育していた。また前の時期間犠に付近にお

いてソパの政府も考えられよう。

5.池の古関境変遷

池のi詰下部、すなわち13i1!紀後半の池はジメジメとした陸域もしくは湿地環境であったと推測される

(珪藻分析参照) 。 この最ド部試料からは水生植物のガマ鴎やサジオモダカ属(~、ずれも抽水植物)が検

出されており、本池は閉鎖系の堆積盆であり、他地域からの流れ込みは考えられなPoよってとの時期

内

L
A
a
-



湿地環境の下、ガマ属やサジオモダカ属が成育していたと思われる。またこの頃の池は最下層や試料7

の層でみられるように土丹が多く混入しており、また試料7、8では花粉化石の含有量が少ないと推測

され、珪藻化石も上位試料に比べー桁少ない。こうしたことから花粉帯Iの時期の池は速やかに埋積さ

れていったのではないかと思われる。また寄生虫卵が少ないながら検出されており、いくらか糞便が混

入するような環境も存在したと推測される。なお試料8において藻類のクンショウモ属が多産している。

この現象は先の永福寺跡にも認められ、同試料において湖沼浮遊生の珪藻化石が多産しており、 他の分

類群を含め水深が増したことが推測されている(鈴木 1996)。今回の試料8においては珪藻分析を行

っておらず水環境については不明で、あるが、 一時的に水深が増した可能性も推測されよう。

花粉帯H期の池は比較的浅い沼沢環境、もしくは湿地環境であったと珪藻分析から推測されている。

この頃になると花粉化石の検出状況や珪藻化石の単位重量中の殻数などから I期よりは堆積環境が安定

したと推測される。しかしながら土層断面(図 1)からも読み取れるように西側からの土丹粒、炭化物、

大型土丹、五輪塔の混入、および柿経の堆積など不安定要素も存在していた。この時期水生植物は見ら

れず、藻類のクンショウモ属がわずかに生育する水環境になった。また寄生虫卵も最下部のみであり、

その後は糞便の浪人は無くなったと推測される。

花粉帯血期については珪藻分析を行っていないことから水環境については不明で、あるが、堆積相や花

粉分析結果から、前時期と同様の環境であったのではないかと思われる。

なお木地点は現在においてもB地点でみられるような植物遺体を含む有機質土壌が堆積する湿地環境が

存続している。

引用文献

鈴木 茂 (1991)平成2年度史跡永福寺跡の苑池堆積物の花粉化石. 永福寺跡国指定史跡永福寺跡環

境盤備事業に係る発掘調査概要報告書一平成2年度一.鎌倉市教育委員会マ p.26-32. 

鈴木 茂 (1996)史跡永福寺跡の花粉化石(平成 7年度). 永福寺跡国指定史跡永福寺跡環境整備事

業に係る発掘調査概要報告書一平成6・7年度一，鎌倉市教育委員会. p .80-96. 

鈴木 茂 (1999)神奈川県鎌倉市における鎌倉時代の森林破壊.国立歴史民俗博物館研究報告第81集.

p .131-139. 
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附編ー 2 堆積物中の珪藻化石群集

黒海 一男(パレオーラボ)

し はじめに

珪涼は淡水から海水に至るほとんどすべての水域に生息し、水域生態系の一次生産者として重要な位

置を占めている。微小 (0.01-0.5mm程度)ながら珪酸体からなる殻を形成するため、化石として地層

中によく保存される。また種類ごとに様々な水域に適応し生息するため古環境の指標としてもよく利用

されている。

ととでは神奈川県鎌倉市仏法寺跡から採取した堆積物試料を用いて珪藻化石群集を調べ、その堆積環

境について検討する。

2.試料及び分析方法

分析試料には、仏法寺跡池トレンチ1北側壁より採取された試料番号2、6、10の剖3試料を用いて、以下

の珪潔分析をおこなった。

①試料を湿潤重量で約1-1.5g程度取り出し、秤量した後にトールビーカーに移し、 30%過酸化水素

水を加え、加熱 ・反応させ、有機物の分解と粒子の分散を行-った。

②反応終了後、水を加え、 1時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイドを捨てた。この作業は

上澄み液が透明になるまで7回程度繰り返し行った。

@ビーカーに残った残漬は遠心管に回収した。

④マイクロピペットを用い、遠心管から適量を取り、カバーガラスに滴下し、乾燥した。乾燥後にマ

ウントメディア(封入剤)で封入し、プレパラー トを作成した。

⑤各プレパラート を光学顕微鏡下400-1000倍で観察し、珪藻化石20例固体以上について問定・計数 を

行った。

3.珪藻化石の環境指標種群について

珪藻化石の環境指標種群は、主に小杉 (1988)および安藤 (1990)により設定された環境指標種群に

基づいた。小杉(1988)は汽水~海水域における環境指標種群、安藤 (1990)は淡水域における環境指

標種群を設定したc なお環境指標種群以外の珪藻種については、淡水種は広域種として、海水種と汽水

種は不明種として扱った。また、破片であるため属レベルで同定した分類群は不明穏として扱った。以

下に小杉(1988)と安藤 (1990)において設定された環境指標種群の概要を記す。

外洋指標種群 (A) 塩分が35%0以上の外洋水中を浮遊生活する種群。

内湾指標種群 (B) 塩分が26-35%。の内湾水中を浮遊生活する種群。

海水藻場指標種群 (Cl) 塩分が12-35%0の水域の海藻や海草(アマモなど)に付着生活する種群。

海水砂質干潟指標種群(Dl) 担分が26-35%。の水域の砂底に付着生活する種群。

海水砂質干潟指標種群 (El) 塩分が12-30%。の水域の泥底に付着生活する種群。

汽水藻場指標穣群 (C2) 権分が4-12%。の水域の海諜や海草に付着生活する種群。

汽水砂質干潟指標種群 (D2) 車分が5-26%。の水域の砂底に付着生活する種群。

汽水砂質干潟指標種群 (E2) 塩分が2-12%。の水域(塩性湿地など)の泥l底に付着生活する種群。上

流性河川指標種群り) 河川上流の渓谷部に集中して出現する種群。

中~下流性河川指標種群 (K) 中一下流域、すなわち河川沿いの河成段丘，扇状地および自然堤防、
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後背出地といった地形が比られる部分に集中して出現する純群

i比約束性河川指標輔昨 (L) 以下流域の三fiJ州の部分に集tl'して出現する樋l作

湖沼浮遊性指棟種静 (M) 本深がl.Sm以上.で、水'I~M物が水時には生息していない湖ir{に生息する椅

Ini。

湖沼消i尺t湿地指標楠併 (N) 湖沼における浮遊ぺ:楠としても、沼沢溜.地における卜J'訂'1:.樋としても優

勢な出現が見られ、湖沼 .~mÞ(沼地の環境を指標する "I能性が大きい種群。

iH沢誕地付着生指標輔群 (0) 水深が1ml勾外で、刷物がーl耐に繁茂しているところおよび湿地におい

て付訂状態で優勢な，"'，現が比られる純群。

品;SII'1湿原指標種群 CP) ミズゴケを種とした拙物~:下部.および泥炭地の発達が児られる場所{こ.'l'，現する

やfi~n~。

陣;域指標栢i群 (Q) 市iJ2l、の本城に対して、|樫域を'1:..息域として生活している相府 (1地生時務)。

4.花深化石群集の特徴 (1ヌ11、表1)

仏法寺跡において検出された時様化石は、海-n水崎が6分頒群5属4陣、淡水柿が57分額群24属47極
である。これらの珪泌踊から，没定された環段折際柿併は、海一汽水種が2踊群、 i実A<柑が11-;，域樋を合め6

純i伴である。

ぷ料lO(珪藻化行分{i(DI)

対t刷物19中の嵯泌殻数li3.07X 1051問、 完Jfj般の.'1¥呪>{fは約63%となる。この試料からはPinnularia

gibba、Pinnulariaviridisなどの問沢湿地付着位指税制抑と|控域指椋種群のHant:zschiaamphioxysが特徴

的に出現する。

このことから湿地もしくはジメジメとした陸域環境と推定される。なお試料'1'に合まれる海水障はおそ

らく直下の基盤岩からの :次.tfUi'iであると考えられる。

，試料2、6(経i様化石分{WD日)

増加物19中の珪泌殻数は1.20XI06側、 1.08X106fl古|、完形殻の出現率は約44%、62%となる。この試

料からはPinnulariagibba、Pinnulariaviridisなどの消沢沼地付託生指標栂併が特徴的に1.IWlする。

これらの試料からは広域判が多いものの、 lt::沢j也もしくは出地環境と推定される。

5.おわりに

仏法寺跡池トレンチ1の推刷物中の珪様化石を検.Hした結果、それぞれ以卜のように堆般環境を推定

することができた。

131ft紀後半の月五相関坑は、 ジメジメとした|喰城もしくは出地卵境であったと椛定される。その後、 14

1けじノドからlS'U!紀初jめまで‘のliH)'1f)辺地は比較的水深の浅い沼沢環境、もしくは州地問j党であったと考え

られる。

引m文献
安雌・男 (1990)淡水;rfi.IEi濯による環境指標栂群の設定と内環境復元への応HI.東北地問.42. 73-88， 

小杉正人 (1988)珪泌の広1境折牒種併の設定と rLj環境lWJ;tへの応用.第四紀liJf:先.27， 1-20. 
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附制改-3 仏法寺跡、から，'11，1:ーした大型納物化石

新III雅広(パレオ ・ラボ)

1.試料と方法

大型特i物化石の検討は 、 D-1区池トレンチ1の北側ぽより採取された堆純物試料およひ~I制WJ壁より採取

された取り 1 :げ試料について行った。 J1Ut'1物試料は、 3~.式料あり、池のJ1t積物の':Þ部である灰色粘質土

階より抹取されたものが1試料(No.35)と池最下部の時背!火色粘土用より係取されたものが2試料(No.38、

NO.38' )であるω 取り上げ試料は、2試料あり、 NO.39および火葬骨i直下試料でめる。H寺代については、

池最下部(No.38、NO.38')が13世紀後、1':，池中部(No.35)が14世紀末-15世紀初頭以前で、あり、取り上げ

試料の2試料については、 NO.38、No.38' とほぼ同照準より採取された。

取般物試料からの大型柏物化石の採集方法は、O.25mm自の備を削いて水洗飾い分けを行い、残法か

ら!苅|恨および実体顕微鏡下で拾い上げた。およその処理詰は、 No.35が300cc、No.38、No.38' が200cc

である。

2.出土した大型植物化石

全試料からよI:Uニした大型植物化fiは、木本のみで、マツl否権維管東班属(クロマツを含む)、カラスザン

ショウ、イミlザl芽であった。以下に、各試料の大型納物化石を記載する。

1)唯積物試料

No.35(池rl"部):マツ鴎権維1~:;東亜局、カラスザンシ ョウ、不明芽が出土した。 マツ属緩維管東亜属

は、柴が多数と出果鱗片が51問。カラスザンショウは精子が1価。分類府不明の芽は21Jti1であった。

No.38(池最下部):マツ属按維管東亜腐の葉のみ非常に多数得られた。なお、紫の断面を多数作成し、

検討した結果、確認されたのはクロマツのみであったの

No.38' (池最 ド音I~) :マツ属線維管東亜属の葉のみ非常に多数得られた。

2 )取り上げ試料

NO.39 :マツ属権維管東部.腐の越果が3個。

火葬骨直下 :マツ属被維管束植民の岱果が11問。

3.考察

検討した結果、池最下部のNO.38、No.38' およびほぼ同層準の取り上げ試料では、マツ属線維管東亜

属(クロマツを含む)のみが得られた。池中部のNO.35で、は、マツ属複維管東亜属以外にカラスザンショ

ウと分類群不明の芽が得られたが、樋類数・偶数共に非常に少なL、。周辺の森林植生についての情報量

は、非常に乏しいが、鳥獣散布製の小柄実さえ出土しないことから、周辺にはマツl号線維管東亜鴎以外

の樹木は、あまり多くはみられなかった可能性が考-えられる。

4.形態記載

クロマツ Pinus thunbergii Parlatore極果、葉

葉の樹脂道は柴肉内にある。 越果は、やや分かり難いが、鱗片の先端が肥厚し、 ~I' 央がへこみ、さほ

ど目立たない小さな突起がある。NO.39、火葬骨直 |イは、クロマツの葉を産出したNO.38とほぼ同府準で

あることからも、クロマツの笛架である可能性が高いと思われる。
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附編-4 鎌合市仏法寺跡から出土した柿経の樹種構成

三村昌史(パレオ・ラボ)

鎌倉市仏法寺跡の池の最下部暗青灰包粘土層から出土した柿経のうち16破片、および中部灰色粘土層

より出上した柿経のうち13破片、計29破片の柿経の樹種同定を行った。時代は最下部粘土層が13世紀後

半、中部粘土用が14世紀末-15世紀初頭以前の堆積層であると考えられている。柿経は極薄板の木片に

経文を』写したもので、写経と造塔の作善を兼ね備えるものとして中世以降広く行われたものである。

柿経は各地で出土例があるものの、その樹種構成についてはほとんど明らかになっていない。今回は柿

経の樹組問定により、その樹種 ・用材選択の有無の考察を行うと共に、鎌企の各地の遺跡、で行われてき

た樹郡問定結果や花粉分析結果を参照して、中世鎌倉の都市を取り巻く木材流通についても推定を行っ

た。

1.方法

剃万を用いて柿経の破片から横断面 ・接線断面・放射断面の3断面の切片を切り取り、ガムクロラー

ルで封入してプレハラートを作成した。検鏡は光学顕微鏡にて40-400倍で行い、現生標本との対照に

より同定を行った。またプレパラートにはそれぞれ任意に1-29までf寄りを記し、頭文字にKAN-の記号

を付して(株)ノTレオ・ラポに保存した。

2.結果

樹稲同定の結果を点1に示すu 樹穏同定の結果、柿経はヒノキChamaecyparisobtuse (Sieb. et 

Zucc.) Endl.とサワラChamaecyparispisifra (Sieb. et Zucc.)Endl.とl、う2紐類の材が問いられているとと

が明らかになった。なお、ヒノキ属としたものはヒノキかサワラということであり、組織の保存が悪く

針柴樹材の同定に不可欠な分野壁孔が十分に観察し得ず、ヒノキかサワラどちらの材であるかの決定が

不可能であったものである。また、ヒノキ科としたのは同様な理由により詳細な同定が不可能で、あった

もので、ヒノキ料のヒノキ・サワラ ・アスナロのうちのどれかの材であると考えられた。

次にヒノキとサワラの木材の解剖学的特徴と識別点について述べ、同定の根拠として写真図版を付す。

*ヒノキ写点|ヌ|版1a・1c

1反道特と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹材 早材から晩材への移行はやや急

で、樹脂細胞はこの移行部分にかけて散在し、しばしば接線方向に配列する。また晩材部は量少

ない。分野壁孔は大型のトウヒ型からヒノキ型でやや大きく、 1分野にふつう2個。

*サワラ 写，a凶版2a・2c
仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針葉樹材，平材から晩材への移行はやや急

で、また晩材部はやや少ない。樹脂細胞はこの移行部分にかけて散在し、しばしば接線方向に配

列する 分野壁孔はヒノキに比べてやや大きく、孔口は水平に近くヒノキに比べて大きく開き、

ヒノキ型~小さなスギ塑となる。 また分野壁孔の数はふつう 1分野に2~問。
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表1.柿経の樹種同定リスト
No. 樹種構成 出土層位 推定時代

l サワラ 中部粘土層 14C末.......15C初頭以前
2 ヒノキ 中部粘土層 14C末.......15C初頭以前
3 ヒノキ属 中部粘土層 14C末.......15C初頭以前
4 ヒノキ属 中部粘土層 14C末.......15C初頭以前
5 ヒノキ 中部粘土層 14C末.......15C初頭以前
6 ヒノキ 中部粘土層 14C末.......15C初頭以前
7 ヒノキ 中部粘土層 14C末........15C初頭以前

8 ヒノキ 中部粘土層 14C末.......15C初頭以前

9 ヒノキ科 中部粘土層 14C末.......15C初頭以前
10 ヒノキ科 中部粘土層 14C末"'15C初頭以前
11 ヒノキ 中部粘土層 14C末........15C初頭以前
12 ヒノキ 中部粘土層 14C宋.......15C初頭以前
13 ヒノキ 中部粘土層 14C宋........15C初頭以前
14 ヒノキ 最下部粘土層 13C坐半
15 サワフ 最下部粘土層 13C後半
16 ヒノキ 最下部粘土層 13C後半
17 サワラ 最下部粘土層 13C後半
18 ヒノキ 最下部粘土層 13C後半
19 ヒノキ 最下部粘土層 13C後半
20 ヒノキ 最下部粘土層 13C後半
21 ヒノキ 最下部粘土層 13C後半
22 ヒノキ 最下部粘土層 13C後半
23 サワフ 最下部粘土層 13C後半
24 サワフ 最下部粘土層 13C後半
25 ヒノキ 最下部粘土層 13C後半
26 サワフ 最下部粘土層 13C後半
27 ヒノキ 最下部粘土層 13C後半
28 ヒノキ 最下部粘土層 13C後半
29 サワフ 最下部粘土層 13C坐半

表2.時代別の柿経の構成樹種
樹種 13C後半 14C末"'-'15C初 計

ヒノキ 10 8 18 
サワフ 6 7 
ヒノキ属 2 2 
ヒノキ科 2 2 
言十 16 13 29 
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3.考察

周辺楠牛としてのヒノキ ・サワラの蓄積

ヒノキ、サワラはいずれも暖温帯を中心に分布し高木になる常緑針葉樹で、ヒノキは土壌の薄い尾根

沿いを中心に、サワラは谷沿いを中心に生育する。したがって鎌倉市周辺に生育し得なくはない樹種で

あるが、果たして周辺にどの程度生育していたのかを花粉分析の結果を参照してみることにする。柿経

の出土した最下部粘土層の堆積期と考えられる13世紀後半の層準あるいはその前後において、周辺の遺

跡の花粉分析(鈴木 1997，1998;鈴木ほか 1998;鈴木 ・古川 1994)ではヒノキ ・サワラの属するヒノキ科ー

イヌガヤ科ーイチイ科の花粉が5%前後しか検出されず、風媒樹種の花粉構成比としては少ない乙とが

わかる。このことはごく近辺の少数個体から花粉が飛来したか、またはある程度のまとまりを持った遠

方の集団から花粉が飛来したことを示していると考えられるが、いずれにしてもヒノキ ・サワラといっ

た樹種は周辺に生育していたものの、個体数は少なかったと推察される。一方、柿経のもう一つの出土

である14世紀-15世紀に相当する層準においては、ヒノキ科ーイヌガヤ科ーイチイ科の花粉は1%未満し

か検出されていないものが多く、周辺にはヒノキやサワラがほとんど生育していなかったと推測される。

周辺植牛.の変濯と木材利用から推定される木材涜通

上記の花粉分析の結果では、およそ13世紀後半を境にしてアカガシ亜属(カシ頬)・スギが優占する植

生から、マツ属複維管東亜属(ニヨウマツ類)が優占する植生への明瞭な交代がみられ、その外的要因と

して人為的な要因、とくに鎌倉の土地改変を伴う都市開発や人口増加等による木材利用が推測されてい

る(鈴木 1999)。

このうちスギの減少については、一部分の同定結果であり細かな時代区分が成されていないものの、

佐助ヶ谷遺跡では箸や折敷に機根 1993a)、若宮大路周辺遺跡群No.242遺跡では箸や井戸壁板に機根

1993b)それぞれスギが多用されていることから、スギの頻繁な利用によるもの(鈴木 ・吉川 1994)と具体

的な類推が成されてきた。その後松葉。002)は、北条小町邸遺跡の建築材 ・杭 ・箸などの樹種同定結果

(松葉 2000)を踏まえて、周辺植生においてスギが減少しでも用材には引き続きスギが多用されていると

いう不一致を指摘した。他にスギの減少した時代においてもスギ材が多用される例は佐助ヶ谷遺跡でも

確認、されている(藤根1993a)。今回同定を行った柿経においても、周辺にヒノキ ・サワラがほとんど成育

していなかったと推測される14世紀末-15世紀初頭にヒノキ ・サワラが用いられており(表1.表2)、ス

ギの場合と同様な木材利用と周辺植生との不一致が認められる。

鈴木 ・古川(1994)、鈴木(1999)の指摘に違わず、周辺植生に変化が認められる時代は、鎌倉も北条執

権政治下で大きな発展を遂げた時期である。開府以来の鎌倉の都市開発や、将軍の御所が若宮大路に移

されてからの開発による建築材関連の需要、あるいは鎌倉の繁栄による人口増加に伴い、それ以外に生

活関連の木材需要もかなり存在したと想定されるが、周辺の森林資源はすでに枯渇に向かっていたと推

察される。1232年に築港された和賀江嶋はこのような木材の需要に見合う木材の流通を可能にしたと推

察され、上記のスギに加え、ヒノキ・サワラなどの材はこうして搬入されたのであろう。利賀江嶋の賑

わいは紀行文 f海道紀jに伺え(三浦 1983)、また1251年に鎌倉幕府が和賀江を7つの商業地区のうちの

一つに選定していることからも推測し得る。現在まで鎌倉に中世可能人の組合の 「座」を配した 「材木座J

の地名が残存していることも、それ自体港湾一帯の繁栄と木材需要に見合う木材流通が存在したことを

示していると考えられる。木材の消費一供給地でみれば、それまでは近隣の山林ーからも木材がもたらさ

れていたものが、 13世紀後半にはより遠方から顕著に木材が搬入されるようになったものと考えられる。

ただし鎌倉では出土木材の樹種同定が成されることが少なく、今回の報告と合わせてもデータの蓄積
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は極めて不十分な面がある。今後比較的時代を細かく区分した上で各用材や製品を無操作的に分析する

ことにより利用樹種の傾向や選択性を明らかにし、また鈴木(1997，1998)、鈴木ほか(1998)、鈴木 ・古川

(1994 )によって明らかにされてきている花粉分析結果との関連から鎌倉を取り巻く木材流通についてよ

り明らかにしてゆく試みが必要であろう。

柿鮮の用材選択について

ヒノキはサワラに比べ肌目が綴密で光沢があり、独特の芳香を有するという遠いはあるものの、どち

らも軽軟で加工容易で割裂性に優れ、柿経のような薄い柾目板を作るのに適している材である。13世紀

後半以降周辺に多くみられるようになったマツ属被維管東亜属の材は、割裂性がやや悪く、材のなかに

は通直でないものも多いので簿板をひくのに適さないと考えられ、また樹脂を多量に含むためにそもそ

も墨書きにはあまり適さず利用されなかったと考えられる。鎌倉において多用されているスギは、 ヒノ

キ・サワラと同様に割裂性に優れるので薄板をひくには適していると考えられるが、用いられていない。

スギはヒノキ ・サワラに比べて晩材部の量が多く、乾燥すると目やせを起乙すことがあるが、それが敬

遠された可能性のーっとして考えられる。また、スギが用いられているものには建築材をはじめ、杭 ・

草履芯 ・約子・折敷 ・井戸など網羅的であるので〈藤根 1993a，1993b;松葉 2000)、比較的安価であった可

能性があり、それよりも高価な材であったであろうヒノキ ・サワラを用いて罪過の滅罪と浄土への往生

を意図したのかも知れない。いずれにせよ、材質から要求される柿経の用材としては、樹脂が少なく割

裂が容易で通直である材であると考えられ、との点、においては今回見出されたヒノキ ・サワラは適材で

あると指摘できる。

また今回、最下部粘土層(13世紀後半)と中部粘土層(14世紀末一15世紀初頭以前)から出土した柿経双方

ともサワラよりヒノキの方が多く用いられていた(表2)。との傾向が当時の鎌倉において普遍性を有す

るのかどうかは今後の資料の蓄積に委ねなければならないが、その際遺跡の性格や時代に留意する必要

があるであろう。鎌倉以外の各地における柿経の出土例は、滋賀県大宮遺跡(滋賀県文化財保護協会

1997)や栃木県樺崎遺跡(足利市教育委員会 1997)などがあるが、樹種岡定はほとんど成されていなく、

各地の傾向は不明である 。 塔婆という括りで用材選択をみても、岡山県百聞川米国遺跡(J~ リノ・サーヴ

ェイ株式会社 1989，2002)ではヒノキだけでなくスギが多く用いられており、現在のところ一般的な傾向

は見出せなp。以上のように柿経の樹種選択についてはまだまだ不明な点が多く 、今回の柿経の樹種同

定は今後の貴重なー資料になるものであると言えよう。
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附編一 5 五合桝遺跡（仏法寺跡）出土炭化材の樹種同定 

植田弥生（パレオ・ラボ） 

1．はじめに 

ここでは、池トレンチ 1の北壁（最下部）と南壁（火葬骨直下）から出 I した炭化材の樹種同定結果を報 

告する。 

2．試料と方法 

トレンチ 1の北壁（最下部）の試料は、一括採取された大小約20点の破片である。この中から形状や質

感の異なる破片 10点を選択して、樹種同定を行った。南壁（火葬骨直下の試料は1破片であった。いずれ

の炭化材も放射方向（材の肥大成長の方向）が1.5-4cm前後で、年輪線の様子から材の中心部よりやや離

れた部位の破片と推定された。同定作業上の便宜のため、各破片にNo.1~ No.1lを付した。 

同定は、まず横断面（木~りを手で割り実体顕微鏡で観察したところ、すべて針葉樹材であった。次に

各試料の3方向の断面（横断面・接線断面・放射断面）を作成し、走査電子顕微鏡で材組織を拡大し観察

を行ない同定した。なお針葉樹材の同定には、放射断面で見られる分野壁孔の形態が重要であるが、作

成する断面の微妙な位置や角度により多少見え方が異なるようである。従って、同一破片の異なる位置

から放射断面を作成し、各断面の広い範囲を観察した。走査電子顕微鏡用の試料は、3断面を5mm角以

下の大きさに整え、直径lcmの真録製試料台に両面テープで固定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着

を施し、走査電子顕微鏡（日本電子開製 JSMTloo型） で観察と写真撮影を行った。 

残りの炭化材試料は、鎌倉市教育委員会に保管されている。 

3．結果 

同定結果の一覧を、表1に示した。 

トレンチ1の北壁（最下部）からInlした炭化材10破片は、スギ8点・ヒノキ1L'、t・ネズコ1点であった。 

南壁の火葬骨直下の炭化材1点は、スギであった。 

走査電子顕微鏡による詳細な樹種同定を行わなかった小破片も含め炭化材はすべて針葉樹材であり、 

同定の結果からはスギが多いことが明らかになったo スギ（スギ科）以外では、ヒノキ科のヒノキとネズ 

コが各1点検出され、ヒノキの炭化材は年輪が級密であった。 

材組織記載 

スギ Cryptomeria japonica D.Don スギ科 図版 1 la-ic（破片仮No.11) 2（破片仮No.1) 3a-3b （破片仮No.6) 

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる。晩材の量は多く仮道管の放射径は小さくて早材部仮道管と

の差が明瞭である。分野壁孔は大型、孔口は水平に大きく開いており壁孔縁は非常に薄いスギ型、1分

野に2-3個が水平に配置している。 

ヒノキ Chamaecyparis obtusa Endl ヒノキ科図版 1 4a-4b（破片仮No.4) 

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる。晩材の量は少なく、晩材と早材の仮道管の放射径はスギほ

ど差が見られない。分野壁孔は孔口がやや斜めに細く開き壁孔縁が厚いヒノキ型、1分野に2-4個、お

もに2個が水平に配置しているo 

ネズコ（クロべ） TI刈a standishii Carr ヒノキ科 図版 1 5a-5c（破片仮No.5) 

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる。晩材の量は多くスギと類似するが、スギでは早材から晩材

への移行部が比較的揃っているが、ネズコは不明瞭で部位により移行に差が出る傾向がある。分野壁孔 
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表 1仏法寺跡の池跡(13世紀後半)から出土した炭化材樹種

地点 樹種 射横径断×面形状
放 接線径(cm)

年計齢数掛

I スギ 3. 5x4. 5 12 

2 スギ 4. OX2. 0 8 

3 ヒノキ 2. 3X4. 5 27 

4 スギ 1. 5 X 3.0 8 

トレンチ1北壁 (最下部)
5 ネズコ 1. 5 X 3.5 5 

6 スギ 0.8 X 1. 2 9 

7 スギ 1. 5 X 3.0 10 

8 スギ O. 7x2. 5 12 

9 スギ 1.0X2.0 12 

10 スギ O. 8X2. 0 4 

南壁火葬骨直下 11 スギ 1. 5X2. 0 7 

はやや小型のスギ型、壁孔縁はやや厚く 、孔口はスギが桁円形であるのに対し当試料は丸く、 1分野に2

-51悶で31間前後が多く 、1分野内の壁干しの配置は上下にずれたりやや不揃いな配位が目立つ。スギとの

識別が難しいが、このような特徴からネズコと同定した。

4.まとめ

今回 、 樹種調査した炭化材はどのような経緯で池底に堆積していたのかは不明であるため 、 樹種*"~成

が意味する内容の解釈は難しいが、検出された樹種はすべて針葉樹のスギ ・ヒノキ ・ネズコであり、特

にスギが圧倒的に多かった点はこれまでに鎌余市内の多くの遺跡からスギが特徴的に検出される結果と

附合する。鈴木(1999)は、 13世紀中頃以降に都市開発 ・強備により鎌倉悶辺部のスギ林のスギが、木材

不111-日や土地利用などで伐訴 ・減少していったことを遺跡資料から示している。今回の調査においてもス

ギが多い結果は、スギが非常に身近で不IJ用度の高い材であったことを反映 していると思われる。

引用文献

鈴木 茂、 1999、神奈川県鎌倉市における鎌倉時代の森林破壊、 131・139、『凶立歴史民俗博物館研究報

告j第81集。
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写真図版





館関八幡宮

v 

1、五合桝から見た鎌倉市街

3、大仏方面遠景

大仏

Y 

併イJA時:

♂マが長... .，.，. I 

6ゅよ怒鳴.

4、五合桝眼下の成就院 (南から)

6、極楽寺坂切通から見た五合桝 (北から)

名越切通

v 

大仏

和賞江向島

Y 

鶴間八l燭宮

v 

2、鶴岡八l熔宮~大仏方面i墨ft

5 、五会桝遠景 (~t上方から)

7、五合桝眼下の筏楽寺坂切通 (衛から)

霊山山からの風景
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図版1



図版2

1、北辺土塁 (南から)

3、北辺土塁 (西から)

5、北辺土塁 (束力、ら)

2、北辺土塁 (南西ヵ、ら)

4、北辺土塁 (南東から)

6、北辺土塁と板偲

A-l区 1面土塁の調査
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1、北辺土塁部分 (南から)

3、北辺土塁と酋辺土塁の角 (北から)

5、板碍 {東から)

7、板碑部分

2、北辺土塁西トレンチ (東南から)

4、北辺土塁土層状況 (東から)

6、板碑 (南から)

8、板E車部分

A一 1区土塁 ・板碑の調査
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図版3



図版4

1、瀬戸直縁大血出土状況 2、板碑 (西から)

4、土塁下のj剤犬i割湾 (東から)

6、滞状)ii織の土扇状況 (東から)

5、土塁下の滞状遺構 (東から)

7、j詫状逃構 (iffiから) 8、溌状遊惰東盛土居状況 (西から)

Aー 1区 2福土塁と潔状落ち込みの調査
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1、西辺土塁 (北から)

4、東辺土塁 (西から)

6、東辺土塁 (r.おから)

2、西辺土塁 (北東から)

3、東辺土塁作業風景

5、東辺土塁 (東南から)

7 、東辺土塁 (~tから )

A-2・3区土塁の調査
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図版5



図版6

1、B区全策 (北から)

3、石t苔部分 {北から)

5、石浴部分 (西から)

7 、 下段から中段 (~tから )

2、全景 (街から)

4、石I套部分 (南から)

6、石i套部分 (北から)

8、中段縁に散乱する右熔 (il!3から)

B区全景 ・石縫の綿査
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2、ij(::Itから)

4、常滑i霊褒

5、西y内常滑大Z題検出状況

図版7

、~ F 可グル.村寸

-ーー-IRI. ー=~吟.烹司
一. ・唱司'~r;

Ei;千戸.
1、塚 (束力、ら)

3、焼骨

6、西壁内出土常滑大婆

B区遺物出土状況

守

rpo 



図版8

1、C区脇の塚 (南から) 2 、 C 区全景 (~t から)

3、縁北トレンチ 4、Jj北 トレンチ

4、!j南トレンチ 5、!j南トレンチ

6、i家西 トレンチ 7、!j東 トレンチ

C区の調査
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1、O区から見た鎌倉市街

4、0-1区全景 (北から)

6、土域2検出状況

8、土域3

図版9

2、D区全景 (北から) 3 、 0-1 区全景 (~t東から)

5、0-1区全景 (南から)

7、土嫌2遺物出土状況

，事込目

園

9、i色前面の柱穴事IJ(東から)

0-1区の調査 ・造物の出土状況
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図版10

1 、 総物 (~tから )

3、総右liJl物磁石1 (綴方)

4、磁石雄物磁石1(縮方)

聞

-ふ:マペ-時三l
い て7諸現ーヲミ'ー.ふ 肝I!CF ーと;蛾遡

.' 'ま3・・・・・・EJ司• 
圏

7、従石itt物磁石10(th!l方)

2、D-1区会竣 (西から)

圃

圃

園田
5、磁石l長物 自治石2出土状況

6、磁石雄物磁石5 (掘方)

8、磁右鐙物 船右7 (掘っぢ)

0-1区 ill物の飼査
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1、池の調査風景

3、池トレンチ2 (衛から)

5、池会景と池トレンチ 1・2 (街西から)

7、池東辺水際(北から)

4、池トレンチ2と北~東水際 (il!iから)

6、池北辺水際(束力、ら)

8、池東辺水際と池トレンチ 1

D-1区池の調査
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図版11



図版12

1、池東辺の落ち込み (西から) 2、池トレンチ 1 (酋から)

3、池トレンチ 1内 下層茶臼出土状況 4、池トレンチ 1内 怖経出土状況

7、i也前面土壌4と東辺水際 (北から) 5、池卜レンチ 1内 柿経出土状況

8、i也前面土機4 (筒から) 6、柿経

0ー 1区 池の調査 ・柿経出土状況
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1、0-2区全景 (北から)

3、0-2区柱穴列 (高から)

5、0-3区全景 (南から)

7、0-3区 東祭土層状況 (北西から)

2、0-2区全景 (茜から)

4 、 0-2 区南綿トレンチ (~t函から)

也、
6 、 0-3 区南壁土康状況 (~tから )

8、土携の調査

0-2・3区の調査
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図版15

7-27 

目E

8-3 8-5 
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B区の遺物
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図版16
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図版 l 仏法寺跡の花粉化石 (scalebar : 20μm) 

1 :マツ鼠複雑特東亜属 PLC. SS 3312 No. 2 

2:スギ PLC. SS 331l No. 6 

3 :クマシデ属一アサダ属 PLC. SS 3317 No. 2 

4:コナラ属コナラ脱届 PLC. SS 3315 No. 2 

5 :コナラ属アカガシ班属 PLC.SS 3316 NO.2 

6 :エノキ属一ムクノキ属 PLC. SS 3308 No. 6 
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仏法寺跡の花粉化石



|ヌ|版2 仏法在跡の花粉化イi(scalc bar : 20μm) 

7 :サンショウJ，~ PLC. SS 3326 No. 6 

8 :ブドウ1It:， PLC. SS 3325河o.1 

。;カエデM PLC. SS 3332 NO. 6 

I 0 :ミカン川近似H( PLC. SS 3336 No. l 0 

] 1 :ツバキI，rf:， PLC. SS 3335 No. 1 0 

J 2 :サクラht:，近似11ft PLC. SS 3334 No. 1 0 

J 3 :ニシキギ和1. PLC. SS 3333 No. 6 
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|さ|版3 仏W:;j: 1M;の{E~分化イi (scale bar : 20μm) 

14:イネ科 PLC. SS 3322 No. 2 

J 5 :アカザ科刷 PLC. SS 3329 No. 6 

16:仙のキク，m科 PLC.SS 3323 No. 6 
17:ユリ科 PLC. SS 3330 No. 6 

18:ソバ凶 PLC. SS 3328 NO. 6 
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珪藻化石顕微鏡写真

-・・・圃・・・
1 "'12 -13，14 

図版珪様化石顕微鏡写真(スケール 10μm)

1 Pinnu/aria viridis (試料2)

3 Caloneis silicu!a (試料6)

5 Gomphonema gracile (試料6)

7 Epithemia sorex (試料6)

9 Rhopalodia gibba (試料6)

2 Gomphonema acumirllllum (試料6)

4 Gomphonema truncatlltn (試料6)

6 Cymbella minuta (試料6)

8 Bacillaria paradoxa (試料6)

10 Cymbella lumida (試料2)

11 Pinl1ularia microstauron (試料6) 12 Pinnu!ω'ia gibba (試料6)

13 Gyrosigma acul1linatum (試料2) 14 Synedra uLna (試料6)
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ー邑
3 

周.... 

園圃

7 
5 6 

図版1 出上した大型植物化石(スケーノレは1"""'4がlcm、5"""'8がlmm)

出土した大型植物化石

ぺ

8 

1.マツ属複維管束班!品、強呆、火葬骨直下 2........4.マツ属按維管東軍属、極果、 No.39
5、6.クロマツ、葉(断面)、 No.38 7.カラスザンショウ、種子、 No.35 8.不明、芽、 No.35
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仏法寺跡出土柿経の構成樹種

ヒノキChamaecyparisobruse (Sieb.巴tZucc.)EndJ. NO.23 

la.横断I(IIbar: 1.0mm 1 b.肱射断面 bar:O.lmn川

1
1
1
i
E
4
 

一三一一一一一一一一一一「
圃ー園、目1・

サワラ Chamaecyparisp~çijトα(Si巴b.et Zucc.)EndJ. No.l7 

la.横断1Mbar: 1.0mm lb.政射断l師bar:O.lmm

写真図版:仏法寺跡出土柿経の構成樹種(顕微鏡写真)
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Ic.接線開rI師 bar:O.4mm

仇

Ic.接話断面 bar:O.4mm



五合耕遺跡(仏法寺跡)の池跡出土炭化材樹種

laスギ(横断面)
破片仮No.ll
bar:O.5mm 

3aスギ(償断面)
破片仮No.6
bar:O.05mm 

5aネズコ(横断而)

lbスギ(接線断面)
破片仮No.ll
bar:O.lmm 

3bスギ(放射断面)
破片仮No.6
bar:O.5mm 

lcスギ(欣射断面)
破片仮ト10.11
bar:O.05mm 

4aヒノキ(横断面)
破片仮No.4
bar:O.5mm 

5bネズコ(放射断而)
破片仮No.5 bar:O.5rnm 破片低No.5 ba r : O. 05rnm 
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2 スギ(放射断面)
破Ji.仮No.lba.r: O. 05mm 

4bヒノキ(放射断面)
破片仮No.4 bar:O.05rnm 

5cネズコ(闘す断面)
破片仮No.5 bar: O. 05rnm 
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